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Taketa Public Relations
広報たけた

いただきます！
11月12日に開催された

「ロングテーブルinたけた」
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課
題
山
積
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情

　

現
在
、
日
本
に
お
け
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
の
８
割
以
上
は
石
油
や
石

炭
、
天
然
ガ
ス
な
ど
の
化
石
燃
料
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
を
海
外
に
依
存
し
て

い
ま
す
。
限
り
が
あ
る
こ
れ
ら
資
源

に
つ
い
て
は
、
世
界
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
要
の
増
大
や
市
場
の
不
安
定

化
、
化
石
燃
料
の
利
用
に
伴
い
地
球

温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
等
が
近
年
常
態
化
し
た
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
し
て
、
資
源
が
枯
渇
せ
ず
に
繰

り
返
し
使
え
、
環
境
に
優
し
い「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」、
太
陽
光
や

風
力
、
水
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
へ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
重
要
性
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

　

竹
田
市
が
今
回
取
り
組
み
を
始
め

る
事
業
に
は
、
全
国
で
３
自
治
体
の

み
に
採
択
さ
れ
た
国
の
補
助
事
業

「
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
活
用
。
環
境
問
題

や
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
に
対
し
、

解
決
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
幅
広
い
観
点
か

ら
調
査
・
検
討
す
る
た
め
、市
は「
竹

田
市
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
策
定
委
員
会
」

を
設
置
、
10
月
16
日
に
第
１
回
の
委

員
会
を
市
役
所
本
庁
舎
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

委
員
会
に
は
農
畜
産
業
や
商
工
業

な
ど
の
団
体
の
代
表
者
約
30
人
が

出
席
。
首
藤
市
長
は「
県
内
で
ト
ッ

プ
の
農
業
生
産
額
を
誇

る
竹
田
市
で
、
そ
の
中

で
も
畜
産
が
大
き
な
比

率
を
占
め
て
い
る
。
家

畜
の
排
せ
つ
物
か
ら
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
、

ま
さ
に
竹
田
ら
し
い
事

業
を
今
後
ど
う
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
結

び
付
け
て
い
く
か
、
委

員
の
皆
さ
ん
に
調
査
・

研
究
を
お
願
い
し
た

い
」と
あ
い
さ
つ
。

　

ま
た
、
事
業
を
進
め

る
に
あ
た
り
九
州
大
学

炭
素
資
源
国
際
教
育
セ

ン
タ
ー
の
原
田
達
朗
教

授
を「
竹
田
市
エ
ネ
ル

ギ
ー
戦
略
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」に
任
命
、

専
門
的
な
見
地
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
産
地
消
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実

現
に
向
け
て

　

委
員
会
で
は
今
後
、
先
進
地
へ
の

視
察
や
基
礎
調
査
に
よ
る
市
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
等
の
現
状
を
把
握
し
た

う
え
で
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
※

の
立
地
や
事
業
の
採
算
性
等
を
調

査
・
検
討
。
来
年
３
月
ま
で
に
バ
イ

オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
発
電
の
実
現
に
向

け
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
を
目

指
す
予
定
で
す
。

「
畜
産
王
国
」竹
田
だ
か
ら
こ
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
向
け
て

　

県
内
最
大
の
畜
産
地
域
、
竹
田
市
。
今
回
、
家
畜
の
排
せ
つ
物
か
ら
メ
タ

ン
ガ
ス
を
発
酵
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
ガ
ス
発
電
に
よ
る
売
電
や
熱
利
用
、

ガ
ス
発
酵
の
際
に
排
出
さ
れ
る
消
化
液（
液
肥
）の
活
用
な
ど
持
続
可
能
な
循

環
型
社
会
を
目
指
し
た
竹
田
市
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

※バイオガスプラント
　家畜の排せつ物や生ゴミを嫌気性の微生物が分解することで発生するバイ
オガスを製造・収集する施設。バイオガスは燃料として利用し、電気や温水、
蒸気などの熱エネルギーを生み出します。

↑10月16日に開催された「竹田市分散型エネルギー
インフラプロジェクト事業策定委員会」
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■今月の表紙

「いただきます！」
　幅広い世代の人と食卓を囲み
ながら一緒に食べる楽しさを経験
し、また生産者や調理をした人へ
の感謝の気持ちを育んでもらおう
と開催された「ロングテーブル in
たけた」。176 人の参加者は、並
んだ約 60 種類の料理を持参した
弁当箱に詰め…みんなで一斉に

「いただきます！」
　隣り合った人と会話を楽しみな
がら、郷土料理を味わっていました。

■撮影場所　碧雲寺（竹田市城北町）
■題　　字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

12月号

人口のうごき
　　　　　　　　　 （前 月 比）
人　口　22,491　人（−   39人）
男　性　10,498　人（−   17人）
女　性　11,993　人（−   22人）
世帯数　10,411世帯（− 8世帯）
※平成29年11月１日現在の住民基本台帳による

   2   エネルギーの地産地消に向けて
   4   竹田市功労者表彰・秋の叙勲  ほか
   6   竹田市の財政状況をお知らせします
   9   グランツたけた開館記念プレイベントを

上演
10   あなたの移住・定住を応援します！
11   温泉新時代を拓く―全国炭酸泉シンポジ

ウム  ほか
12   まちの出来事
14   竹田市のこよみ
16   たけたん情報
22   休日・夜間の在宅当番医院／出張！えが

おの子育て小児科
23   学び舎／まるごと博物館
24   障害者週間／人権シリーズぬくもり
25   図書館に行こう
26   市長コラム「有由有縁」
27   竹田うまれ～竹田市が育む作物たち～ 

ほか
28   郷土の植物／すくすく１歳／アッパレ！

100歳／誕生おめでとう

広報

エネルギーの地産地消に向けて

　

北
海
道
・
十
勝
平
野
の
北
西
部
に

位
置
す
る
鹿し
か

追お
い

町
。
広
大
な
大
地
を

生
か
し
た
農
業
と
酪
農
が
盛
ん
な
町

で
す
。

　

鹿
追
町
で
は
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン

ト
を
平
成
19
年
に
建
設
。
国
内
最
大

の
家
畜
ふ
ん
尿
処
理
施
設
で
、
１
日

の
計
画
処
理
量
は
94
・
８
㌧
、
成
牛

換
算
で
１
３
０
０
頭
が
排
出
す
る

量
に
相
当
し
ま
す
。
ま
た
１
日
の

発
電
量
は
約
４
５
０
０
ｋ
Ｗ
ｈ（
キ

ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
）で
、
一
般
家
庭

４
５
０
戸
分
の
電
気
使
用
量
に
あ
た

り
ま
す
。
発
電
し
た
電
気
は
施
設
内

で
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
余
剰
分
は
電

気
事
業
者
に
売
電
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
メ
タ
ン
ガ
ス
発
酵
後
の
消

化
液
は
、
酪
農
家
な
ど
の
ほ
場
に
還

元
さ
れ
、
農
業
生
産
の
基
盤
を
支
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
先
進
的
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
鹿
追
町
を
竹
田
市
分

散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
策
定
委
員
会
の
委
員

が
視
察
。
施
設
等
を
見
学
し
、
担
当

者
の
説
明
を
聞
く
な
ど
、
実
用
の
可

能
性
に
つ
い
て
探
り
ま
し
た
。

　

委
員
は「
プ
ラ
ン
ト
を
建
設
す
る

場
所
や
規
模
に
つ
い
て
、
事
業
の
採

算
を
見
極
め
た
い
」、「
鹿
追
町
は
酪

農
で
、
竹
田
は
畜
産
。
同
じ
畜
産
系

の
プ
ラ
ン
ト
で
も
処
理
の
技
術
や
原

料
の
種
類
、
規
模
な
ど
で
内
容
が
大

き
く
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
を
実
感
し

た
」、「
産
業
の
振
興
や
住
民
の
協
働

が
印
象
的
。
町
ぐ
る
み
で『
地
域
の

未
来
』を
創
っ
て
い
く
姿
勢
を
見
習

い
た
い
」と
視
察
の
感
想
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
竹
田

に
合
っ
た
事
業
の
展
開
に
つ
い
て
、

今
後
委
員
会
の
な
か
で
検
討
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

北海道
鹿追町

国
内
最
大
規
模
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

視
察
研
修

↑バイオガス発生時の熱エネルギーを活用してハウ
スで作物を栽培

↑液肥を貯める「消化液貯留槽」

↑研修に参加した委員と鹿追町の皆さん

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
の
担
い
手
を
育
て
る

「
ま
ち
エ
ネ
大
学
」が
11
月
25
日
開
講
、

第
１
回
目
の
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

延
べ
４
回
の
講
義
で
、
観
光
や
福
祉
、

防
災
な
ど
地
域
の
課
題
と
再
エ
ネ
を

掛
け
合
わ
せ
た
地
域
協
働
に
よ
る
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
練
り
上
げ
て
い
き

ま
す
。

　

こ
の
日
は（
一
社
）南
紀
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
仁
木
佳
男
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、「
地
域
を
知
り
、
再
エ
ネ
ビ

ジ
ネ
ス
の
基
礎
を
学
ぼ
う
」と
題
し
、

講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

再生可能エネルギー
で人材育成

↑11月25日に開催された「まちエネ
大学」
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平
成
29
年
度
竹
田
市
功
労
者
表
彰

功
績
を
称
え
て

市
長
表
彰
（
個
人
）

◆
社
会
民
生　

　

足あ

立だ
ち　

聖し
ょ
う

子こ（
竹
田
・
杣
谷
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
愛
育
保
健
推
進

員
と
し
て
尽
力
さ
れ
、
地
域
の
健

康
増
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

甲か

斐い　

祐ゆ
う

子こ（
竹
田
・
上
深
迫
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
母
子
保
健
推
進

員
と
し
て
尽
力
さ
れ
、
地
域
の
母

子
保
健
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

加か

藤と
う　

一い
ち

郎ろ
う（
竹
田
・
浦
町
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
介
護
保
険
事
業

計
画
等
策
定
運
営
委
員
と
し
て
尽

力
さ
れ
、
介
護
保
険
事
業
並
び
に

保
健
福
祉
事
業
の
推
進
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

井い　

む
ね
子こ（
荻
・
桜
町
西
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
荻
町
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
、

地
域
福
祉
活
動
の
推
進
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

◆
産
業
振
興

　

清し

水み
ず　

誠せ
い

一い
ち（
直
入
・
釘
小
野
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
造
林
委
員
と
し

て
尽
力
さ
れ
、
公
有
林
の
維
持
管

理
並
び
に
市
有
地
の
保
全
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

◆
地
方
自
治

　

井い
い　
　

英ひ
で

昭あ
き（
久
住
・
本
町
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
と

し
て
尽
力
さ
れ
、
地
方
自
治
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
表
彰
（
団
体
）

◆
社
会
民
生

　

竹
田
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
会

　
　

永
年
に
わ
た
り
健
康
づ
く
り
活

動
を
行
い
、
介
護
予
防
の
推
進
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
分
県
農
協
豊
肥
事
業
部
ト
マ
ト

部
会

　
　

永
年
に
わ
た
り
高
齢
者
福
祉
施

設
へ
の「
ト
マ
ト
愛
の
定
期
便
」を

実
施
し
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ゆ
う
・
遊
ク
ラ
ブ

　
　

永
年
に
わ
た
り
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
活
動
を
行
い
、
介
護
予
防

の
推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
表
彰（
個
人
）

◆
教
育
振
興

　

岩い
わ

田た

眞ま

由ゆ

美み（
久
住
・
新
町
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
学
校
評
議
員
と

し
て
尽
力
さ
れ
、
学
校
運
営
並
び

に
教
育
活
動
の
推
進
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

村む
ら

上か
み　

長な
が

生お（
竹
田
・
赤
坂
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
社
会
体
育
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
体

育
協
会
理
事
長
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
感
謝
状（
個
人
）

◆
寄　

附

　

園そ
の

田だ　
　

強つ
よ
し（
大
分
市
）

　
　

白
壁
康
作
品
の
絵
画
を
寄
贈
さ

れ
、
本
市
の
文
化
振
興
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

佐さ

藤と
う　

竹た
け

尾お（
由
布
市
）

　
　

大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学

竹
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
隣
接
す
る
住

宅
及
び
宅
地
を
寄
附
さ
れ
、
本
市

の
文
化
芸
術
振
興
並
び
に
大
学
連

携
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

田た

中な
か　
　

豁ひ
ろ
し（
兵
庫
県
）

　
　

キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
な
ど
貴
重
な

研
究
資
料
を
寄
贈
さ
れ
、
本
市
の

文
化
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

樋ひ

口ぐ
ち　
　

晃あ
き
ら（
大
阪
府
）

　
　

市
の
発
展
に
資
す
る
た
め
、
ふ

る
さ
と
納
税
を
通
じ
多
額
の
寄
附

を
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
３
日（
文
化
の
日
）、
竹
田
市
は
市
政
の
推
進
や
様
々
な
分
野
で
功

労
の
あ
っ
た
個
人
及
び
団
体
に
対
し
、
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
首
藤
市
長
か
ら
個
人
６
名
と
３
団
体
に
表
彰
状
が
、
個
人
６
名

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
吉
野
英
勝
教
育
長
か
ら
個
人
２
名

に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

↑（前列左から）野村吉太郎さん（野村美知子さん）、田中豁さん、佐藤竹尾さん、ゆう・遊クラブ会長の進正直
さん、首藤市長、吉野教育長、村上長生さん、井むね子さん、樋口晃さん（小代英子さん）

　（後列左から）池永総務課長、甲斐祐子さん、井英昭さん、竹田しゃんしゃん会会長の後藤國太さん、加藤一
郎さん、日小田議長、岩田眞由美さん、大分県農協豊肥事業部トマト部会長の田平茂博さん、土居県議
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○
旭
日
小
綬
章

　

家
業
に
従
事
し
な
が
ら
、
竹
田
商

工
会
議
所
の
常
議
員
、
副
会
頭
、
会

頭
を
歴
任
。
地
元
産
業
界
の
振
興
発

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

  

「
水
害
か
ら
の
復
興
を
願
っ
た『
竹

ほ
た
る
』、
災
害
の
再
発
を
防
ご
う

と
ダ
ム
の
要
望
活
動
を
行
っ
た
。
家

族
の
理
解
、
会
議
所
会
員
の
皆
さ
ん

の
協
力
に
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
」

○
瑞
宝
双
光
章

　

23
年
の
永
き
に
わ
た
り
自
治
会
長

を
務
め
る
。
教
職
員
と
し
て
の
豊
富

な
経
験
を
生
か
し
、
各
種
事
業
や
懸

案
事
項
に
円
滑
迅
速
に
対
応
。
自
治

組
織
の
発
展
、
地
域
福
祉
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

  

「
行
政
と
自
治
会
員
と
の
間
で
、
お

互
い
の
気
持
ち
を
繋
ご
う
と
し
た
。

住
民
の
理
解
と
協
力
が
あ
っ
て
い
た

だ
い
た
章
で
す
」

○
瑞
宝
単
光
章

　

32
年
の
永
き
に
わ
た
り
消
防
団
活

動
に
精
励
。
竹
田
市
消
防
団
副
団
長
、

団
長
を
歴
任
し
、
数
々
の
現
場
で
陣

頭
指
揮
を
執
る
な
ど
、
防
災
・
減
災

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

  

「
全
て
の
団
員
、
消
防
関
係
者
に
感

謝
し
た
い
。
消
防
の
経
験
を
生
か
し
、

こ
れ
か
ら
も
自
分
に
で
き
る
こ
と
を

し
て
い
き
た
い
」

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

○
瑞
宝
単
光
章

　

41
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
消
防
業

務
に
精
励
。
竹
田
市
消
防
指
令
を
務

め
る
な
ど
自
治
消
防
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

  

「
周
り
の
皆
さ
ん
の
支
え
で
受
章
で

き
た
。
章
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
今
後

も
地
域
に
協
力
し
て
い
き
た
い
」

秋
の
褒
章

○
黄
綬
褒
章

　

28
年
に
わ
た
り
、
あ
ん
ま
・
鍼は
り

・

灸き
ゅ
う

に
従
事
。
竹
田
視
覚
障
害
者
相
互

援
助
協
会
長
を
務
め
、
現
在
は
県
盲

人
協
会
副
会
長
。
視
覚
障
害
者
の
社

会
的
な
地
位
の
向
上
と
社
会
参
加
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

  

「
受
章
は
皆
さ
ん
の
理
解
の
お
か
げ

で
す
」

竹田市功労者表彰・秋の叙勲  ほか

　

里さ
と

見み　

多か
ず

一い
ち（
東
京
都
）

　
　

市
の
発
展
に
資
す
る
た
め
、
ふ

る
さ
と
納
税
を
通
じ
多
額
の
寄
附

を
さ
れ
ま
し
た
。

　

野の

村む
ら

吉よ
し

太た

郎ろ
う（
神
奈
川
県
）

　
　

市
の
発
展
に
資
す
る
た
め
、
ふ

る
さ
と
納
税
を
通
じ
多
額
の
寄
附

を
さ
れ
ま
し
た
。

三
重
総
合
高
校
久
住
校
に

ゆ
め
未
来
奨
励
賞

　

県
立
三
重
総
合
高
校
久
住
校
は
９

月
７
日
か
ら
11
日
ま
で
、
宮
城
県
仙

台
市
で
行
わ
れ
た「
第
11
回
全
国
和

牛
能
力
共
進
会
」の
復
興
特
別
出
品

区（
高
校
の
部
）に
出
場
、
優
良
賞
を

獲
得
し
ま
し
た
。

　

11
月
19
日
、
竹
田
市
は
久
住
校
の

功
績
を
称
え
、
広
く
市
の
名
声
を
高

め
た
個
人
ま
た
は
団
体
に
授
与
さ
れ

る「
竹
田
市
ゆ
め
未
来
奨
励
賞
」を
久

住
校
に
贈
り
ま
し
た
。

日
展
に
２
人
の
作
家
が
入
選

　

改
組  

新  

第
４
回
日
本
美
術
展
覧

会（
工
芸
美
術
）で
、
竹
田
市
の
黒
阪

か
お
り
さ
ん（
染
織
）と
長
谷
川
絢
さ

ん（
竹
芸
）が
入
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

黒
阪
さ
ん
は「
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
旋

律
Ⅱ
」で
６
度
目
の
入
選
。
１
５
０

㌢
四
方
の
作
品
は
幾
何
学
図
形
を
用

い
、「
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
は
じ
け
出
て

広
が
る
、
音
の
世
界
」を
表
現
し
た

空
想
画
。「
こ
れ
か
ら
も
、
染
め
方

で
ど
ん
な
色
や
見
え
方
が
生
ま
れ
る

の
か
、
そ
の
効
果
を
想
像
し
な
が
ら

作
っ
て
い
き
た
い
」

 　

長
谷
川
さ
ん
の
作
品
は「
顕け
ん

現げ
ん

」。

自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
立
ち
昇
る
さ

ま
を
表
現
し
た
縦
60
㌢
、
横
45
㌢
、

高
さ
30
㌢
の
作
品
。
初
め
て
の
入
選

に「
や
っ
と
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立

つ
こ
と
が
で
き
た
。
高
い
意
識
を

持
っ
て
、
今
後
も
作
品
制
作
を
進
め

た
い
」

 

県
功
労
者
表
彰

　

県
か
ら
竹
田
市
の
個
人
２
名
、
２

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

【
地
方
自
治
】

中
村　

憲
史（
久
住
・
元
竹
田
市
議

会
議
員
）

【
社
会
福
祉
保
健
】

竹
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ（
代
表　

渡
邊
克
己
・
献
血
団
体
）

【
農
林
水
産
】

豊
肥
和
牛
育
種
組
合（
組
合
長　

後

藤
友
美
・
畜
産
振
興
団
体
）

【
治
安
維
持
・
安
全
】

小
森　

茂（
竹
田
・
元
大
分
県
交
通

安
全
協
会
竹
田
支
部
副
支
部
長
）

後
ご

藤
とう

　万
ま

壽
す

郎
お

さん
（80歳・東）

竹
たけ

内
うち

　實
みのる

さん
（84歳・浦町）

佐
さ さ き

々木　英
えい

二
じ

さん
（68歳・入田小高野）

馬
ば

場
ば

　一
かず

己
み

さん
（64歳・日向塚）

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
叙
勲

羽
は だ の

田野　廣
ひろ

司
し

さん
（74歳・尚栄町）

↑受賞した久住校うし部の吉田台楓さん、吉
野由妃音さん、佐藤望充さん（左から）

↑黒阪さんの作品「オルゴールの旋律Ⅱ」↑長谷川さんの作品「顕現」
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知らせします
国・県からの交付金などにどのくらい
竹田市をチェックしてください。

決算
地方自治法第243条の３第1項、竹田市財政状況
の作成及び公表に関する条例第2条の規定に基づ
き、平成28年度の決算状況を公表します。

市民１人あたりの行政サービス
１人あたり１年間で856,469円が使われました。昨年度より77,471円の増。

１人あたりの市税負担は84,739円。昨年度より6,039円の増。
議会・総務費

154,565円
市議会や市役所の運営、
選挙、市税など

民生費
228,381円

　高齢者、障がい者、
　児童福祉など

衛生費
51,828円

　検診や予防接種、
　ゴミやし尿処理など

労働・商工費
20,292円

　雇用対策、 商工業や
　観光の振興など

農林水産業費
106,922円

農業や林業の振興など

地方税の内訳
税　目 市民１人あた

り の 負 担 額
市 民 税 33,332円
固定資産税 39,412円
軽自動車税 4,114円
市 た ば こ 税 6,184円
入 湯 税 808円
都市計画税 889円
　合　計　 84,739円

土木・災害復旧費
71,826円

　道路や河川、住宅や
　公園の整備など

消防費
24,762円

　  消防、水防、救助
　  活動など

教育費
107,328円

学校教育・文化・
スポーツ振興など

公債費
90,565円

市の借金の返済など

健全化判断比率
　いずれも早期健全化基準を下回り、

　健全な財政状況となっています。
　実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将
来負担比率を用いて地方公共団体の財政状況や経営状況を
把握します。このいずれかが一定基準以上となった場合に
は、財政健全化計画または財政再生化計画を策定し、財政
の早期健全化を図らなければなりません。
　竹田市の実質赤字比率、連結実質赤字比率は赤字額があ
りませんでした。実質公債費比率は4.4％、将来負担比率
は初のマイナス（比率がマイナスのため表中は「―」表示）と
なっており、昨年度より改善しています（平成27年度実質
公債比率4.5％、将来負担比率2.4％）。
　引き続き計画的な地方債の発行や有利な地方債の活用に
より、財政基盤の強化に努めていきます。

基金と地方債
基金残高は96億1,910万円

借金残高は147億37万円で過去最少額
　基金は、安定的な財政運営を行うため、特定の目的別に
積み立てられ、または、定額運用するために設けられた資
金及び財産です。平成28年度の残高は、財政調整基金38
億7,426万円、減債基金7億4,630万円、その他特定目的基
金48億3,234万円、定額運用基金1億6,620万円となって
います。
　また、資金調達のために負担する債務で一会計年度を超
えて行われるものを地方債（市債）といいます。地方債で整
備した道路や公共施設などは、市民の皆さんが将来にわた
り利用するものです。その返済は利用する次の世代の方々
にも負担してもらうという考えに基づいています。
　平成28年度の地方債発行額は10億3,340万円で、主な
事業は新図書館建設事業、コミュニティ・プラント長寿命
化事業、道路改良事業、県営土地改良事業、災害復旧事業
等がありました。

健全判断化比率 比　　率 早期健全化基準
実 質 赤 字 比 率 − 13.25%
連 結 実 質 赤 字 比 率 − 18.25%
実 質 公 債 費 比 率 4.4%    25.0%

将 来 負 担 比 率 − 350.0%

決　算
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竹田市の財政状況をお知らせします

竹田市の財政状況をお
　 竹田市の平成28年度の決算がまとまりました。税金や
収 入 があり、 どのように使われたのか、 みなさんの目で

経常収支比率 平成27年度より4.4㌽上昇

　人件費、扶助費、公債費などの経常経費に、地方税や地
方交付税等の経常一般財源がどの程度投入されたかを見る
指標で、この比率が低いほど普通建設事業費などの臨時経
費に充当できる一般財源があり、財政構造が弾力性に富ん
でいることになります。
　県内平均と同水準にあるものの、平成27年度の88.8％
から平成28年度は93.2％と4.4ポイント上昇しています。

財政力 国への依存度が高い

　基準財政収入額（標準的な財政収入）を基準財政需要額
（標準的な財政需要）で割って得た数値の過去3年間の平均
値を財政力指数といい、地方公共団体の財政力を示す数値
です。
　この値が高いほど財政力が強いということになります
が、竹田市は0.236で、今後も収納率の向上や企業誘致な
ど財政基盤の強化が求められます。

一般会計の歳入と歳出 歳入 203億3,682万円、うち自主財源は 　55億4,393万円
歳出 194億    841万円、うち義務的経費に 80億6,914万円

○地方交付税：国内一定水準の行政サービスを提供するために国から交付されたお金
○地方譲与税：国税として徴収された後、地方自治体の財源として譲与される租税
○国庫・県支出金：特定の目的のために県や国から交付されたお金

○地方債：市民のための施設や道路の建設工事や災害復旧事業にあてるための借入金
○繰越金：前年度の会計から持ち越されたお金
○繰入金：各種基金などから繰り入れるお金

歳入 歳出　平成28年度の一般会
計の歳入は、203億3,682
万円でした。
　内訳は国・県の補助
金等を頼りにした依存
財 源 が147億9,289万 円
で73％、市の自主財源
のうち地方税（市税）は
19億2,027万円で、歳入
全体の9％ほどです。

　平成28年度の一般会計
の歳出は、194億841万円
でした。性質的に見ると、
義務的経費（人件費・扶助
費・公債費）が80億6,914
万円で全体の41％、その
うち借金返済のための公
債 費 が20億5,229万 円 で
す。
　投資的経費（普通建設事
業費・災害復旧事業費）
が40億4,334万円で21％、
その他の経費（物件費等）
が72億9,593万 円 で38 ％
となっています。

経常収支比率 財政力
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財産 土地は増加、建物は減少

　コミュニティセンター建設事業用地の取
得などの理由により、土地は2,029㎡増加
しました。

目的税 入湯税と都市計画税の使いみち

　市税のうち都市計画税と入湯税は、特定の財政需要をまかなうために課税
される目的税です。
　都市計画税は、竹田市においては都市計画区域のある竹田地域の一部が対
象となります。
　平成28年度の都市計画税徴収額は2,015万円で、竹田玉来線街路事業等に
係る地方債の償還金に充てています。
　入湯税は、竹田市では条例により日帰り客への課税を免除していますので、
主として宿泊入湯客が課税の対象となります。
　平成28年度の入湯税徴収額は1,831万円で、観光振興として温泉療養保健
制度の関連経費、観光誘致対策事業等の費用に充てています。

特別会計

水道事業会計決算状況 １戸あたりの月額水道料金　3,845円（消費税抜）

　今回は平成28年度の決算状況をお知らせしました。地域経済の底上げ、産業振興、移住・定住対策や社会保障の充実などの
重点施策への取り組みと新図書館建設事業、社会資本整備総合交付金事業等の実施により、歳入歳出とも増加しました。
　今後も、これまで取り組んできた対話行政をさらに推進し、いよいよ佳境に入った城下町再生プロジェクトのほか、農林畜
産業・観光業などの地場産業の育成にも可能な限り対応していくとともに、平成27年度に策定した「公共施設等総合管理計画」
に基づき、老朽化した公共施設等の維持管理費対策にも取り組んでいく予定です。
　事務事業の見直しや組織・機構の見直し、定員管理計画に基づく人件費等の経常経費の削減に努め、中・長期的な戦略を立
て、将来を見据えた行財政運営を心がけます。
　市民の皆様には今後も、広報誌やホームページ、ケーブルテレビなどを通して市の財政状況等をお知らせしていきます。 

今後の財政運営について ･･････

財産の種類 財産状況
土　地 36,405,516㎡
　うち山林 14,270,360㎡
建　物 233,447㎡
立　木 372,236㎥
車　両 196 台

会　　計　　名 歳入額 歳出額 差　引 会　　計　　名 歳入額 歳出額 差　引
竹田市立こども診療所特別会計 9,839万円 7,347万円 2,492万円 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 2億832万円 2億822万円 10万円
長湯温泉療養文化館特別会計 5,435万円 5,300万円 135万円 農業集落排水事業特別会計 1億4,325万円 1億4,320万円 5万円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 40億4,532万円 38億7,075万円 1億7,457万円 浄化槽整備推進事業特別会計 1億9,527万円 1億9,524万円 3万円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 3億6,498万円 3億6,406万円 92万円 国民宿舎久住高原荘事業特別会計 3億1,009万円 3億1,009万円 0万円
介 護 保 険 特 別 会 計 33億7,179万円 32億6,531万円 1億648万円

　収益的収入及び支出は、水道事業の経営活動に伴い発生する収益と、それに対応する費用の収支をいいます。主な収入
は水道料金で、支出は総係費、配水及び給水費等です。
　資本的収入及び支出は、水道事業の将来の経営活動に備えて行う建設改良等に要する収支をいいます。主な収入は工事
負担金やその他資本的収入で、支出は建設改良費や企業債の償還金等です。不足額は、当年度分損益勘定留保資金（1,356
万円）、過年度損益勘定留保資金（3,632万円）、消費税及び地方消費税資本的収支調整額（72万円）で補填しました。

収益的収入及び支出
収入額 支出額 差　引

1億6,853万円 1億6,898万円 △45万円

企業債残高
財 務 省 九 州 財 務 局 2億7,411万円
地方公共団体金融機構 1,977万円

計 2億9,388万円

固定資産の現在高
有形固定資産 15億2,587万円
無形固定資産 8万円

基本的収入及び支出
収入額 支出額 差　引

971万円 6,031万円 △5,060万円

業務量
事　　　項 平成28年度

年 度 末 給 水 人 口 6,843人
年 度 末 給 水 戸 数 3,289戸
年 間 配 水 量 1,220,120㎥
１ 日 平 均 配 水 量 3,343㎥
有 収 率 71.84%

決　算
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竹
田
市
教
育
委
員
会
・
竹
田
よ
し

み
会
共
催
企
画

「『
赤
い
鳥
』創
刊
１
０
０
年
を
迎
え
～

義
美
・
白
秋
・
み
す
ゞ
を
辿
る
～
」

　

大
正
か
ら
昭
和
前
期
に
か
け
て
発

行
さ
れ
た
童
話
童
謡
雑
誌『
赤
い
鳥
』

が
、
１
９
１
８
年
７
月
に
創
刊
さ
れ

て
ま
も
な
く
１
０
０
年
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。『
赤
い
鳥
』の
創
刊

に
は
主
宰
者
の
鈴
木
三
重
吉
、
童
謡

の
分
野
で
中
心
と
な
っ
た
北
原
白
秋

を
は
じ
め
と
す
る
、
当
時
の
文
化
界

を
代
表
す
る
人
た
ち
が
数
多
く
関
わ

り
ま
し
た
。
佐
藤
義
美
も
同
誌
か
ら

輩
出
さ
れ
た
童
謡
詩
人
の
ひ
と
り
で

す
。

　

今
回「
佐
藤
義
美
賞
竹
田
童
謡
作

詩
コ
ン
ク
ー
ル
」の
審
査
委
員
長
で

あ
り
、
金
子
み
す
ゞ
記
念
館
館
長
を

務
め
ら
れ
て
い
る
矢
崎
節
夫
さ
ん
に
、

日
本
の
子
ど
も
の
た
め
の
稀
有
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
も
い
え
る『
赤
い
鳥
』

の
内
容
や
意
義
に
つ
い
て
佐
藤
義
美
、

北
原
白
秋
、
金
子
み
す
ゞ
の
話
を
織

り
交
ぜ
な
が
ら
説
明
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
。
多
く
の
皆
さ
ま
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　

12
月
16
日
㈯　

午
後
４
時
50

分
〜

場
所　

こ
と
り
の
ア
ト
リ
エ（
佐
藤

義
美
記
念
館
横
）

問
竹
田
市
生
涯
学
習
課　

☎
63
―

４
８
１
７　

佐
藤
義
美
記
念
館　

☎

63
―

２
６
５
０

　

11
月
11
日
、
来
年
オ
ー
プ
ン
す
る

「
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル　

グ
ラ

ン
ツ
た
け
た
」開
館
記
念
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
本
市
主
催
の
音
楽
劇

「
瀧
廉
太
郎
物
語
」（
作
・
演
出
／
柴

田
千
絵
里　

監
修
／
松
井
康
司
）が

竹
田
南
部
中
学
校
と
竹
田
小
学
校
で

上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
演
は
、
東
京
の
桐
朋
学
園
芸

術
短
期
大
学
Ｏ
Ｂ
が
つ
く
る
劇
団

「
シ
ュ
ピ
ー
ル
×
シ
ュ
ピ
ー
ル
音
楽

劇
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」。

　

瀧
廉
太
郎
が
通
っ
た
東
京
音
楽
学

校
の
先
輩
に
あ
た
る
東
く
め
と
教
え

子
の
回
想
か
ら
始
ま
る
物
語
。
劇
中

は
廉
太
郎
作
曲
の「
お
正
月
」や「
鳩

ぽ
っ
ぽ
」「
荒
城
の
月
」「
花
」等
の
作

品
を
随
所
に
盛
り
込
み
、
仲
間
や
家

族
に
囲
ま
れ
て
、
短
い
生
涯
を
ひ
た

す
ら
音
楽
と
向
き
合
っ
て
生
き
る
姿

が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

竹
田
縁ゆ
か
り

の
先
人
の「
新
た
な

一
面
」を
学
ん
だ
児
童
・
生
徒

か
ら
は
、
大
き
な
拍
手
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

廉
太
郎
役
を
演
じ
た
柴
田
友

樹
さ
ん
は「
竹
田
の
子
ど
も
た
ち
が

真
剣
に
観
て
く
れ
る
様
子
が
伝
わ
っ

て
き
た
。
こ
の
廉
太
郎
物
語
は
６
年

目
。
よ
う
や
く
こ
の
竹
田
で
上
演
で

き
た
こ
と
が
嬉
し
い
」と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
用
に

シ
ョ
ー
ト
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
し
た
が
、

来
年
の
開
館
本
番
で
は
フ
ル
バ
ー

ジ
ョ
ン
に
よ
る
上
演
が
決
定
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

締
切
迫
る
！

荒
城
の
月
短
歌
大
会
作
品
募
集
中

【
テ
ー
マ
】 　

①
題
詠「
木
」ま
た
は

　
　
　
　
　
「
樹
」　

②
自
由
題

内
容　

 

作
品
は
自
作
で
未
発
表
の

も
の
に
限
り
、
１
テ
ー
マ
に
つ
き
１

人
２
首
ま
で
。
２
つ
の
テ
ー
マ
の
う

ち
ど
ち
ら
か
、
も
し
く
は
両
方
に
応

募
可
。
題
詠
に
つ
い
て
は
必
ず「
木
」

ま
た
は「
樹
」の
文
字
を
入
れ
る
こ
と
。

読
み
方
は
問
い
ま
せ
ん
。

選
考　

選
者
：
川
野
里
子
氏（
歌
人
、

第
15
回
若
山
牧
水
賞
受
賞
、
竹
田
市

出
身
）

締
切　

平
成
30
年
１
月
９
日
㈫
必
着

●
お
問
い
合
せ

竹
田
市
文
化
政
策
課

☎
０
９
７
４
― 

63
―

４
８
３
７

グランツたけた開館記念プレイベントを上演

グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
開
館
記
念
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
市
内
学
校
で
上
演

感
動
の
嵐
を
呼
ぶ

瀧
廉
太
郎
の

音
楽
劇

↑音楽に合わせ「瀧廉太郎の生涯」を熱演する役者の皆さん

↑真剣に鑑賞する竹田南部中学校の生徒たち

甦る昭和の竹田！
ホームムービーの日

「竹田の８ミリ上映会」
　昭和時代に撮影した８ミリフィルム
を集め、市民が主導となって、地域映画
をつくる「竹８シネマプロジェクト」。
　これは、昔懐かしい映像を観て「竹田
の人が元気になってほしい」「竹田を元
気にしたい」という想いが詰まったプロ
ジェクトです。
　映画は現在、来年公開に向けて制作中
ですが、中間報告として「竹田の８ミリ
上映会」を開催します。ぜひご家族でお
越しください。
日時　12月10日㈰
　　　14：00～16：00（13：30開場）
会場　竹田市総合社会福祉センター
　　　多目的ホール

●お問い合せ
竹８シネマプロジェクト実行委員会（窓
口　竹田市文化政策課）   ☎0974-63-4837
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①
移
住
奨
励
金
事
業 《
新
規
》

　

大
分
県
外
の
市
町
村
に
居
住
し
て

い
た
方（
５
年
以
上
）が
、
定
住
の
意

思
を
持
っ
て
竹
田
市
に
転
入
し
て
き

た
方
に
つ
い
て
、
移
住
奨
励
金
と

し
て
１
万
円
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

平
成
29
年
度
に
新
し
く
創
設
し
ま
し

た
。
平
成
29
年
４
月
１
日
以
降
に
住

民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
た
個
人
ま

た
は
世
帯
の
代
表
者
が
申
請
で
き
ま

す
。
該
当
の
方
は
、
竹
田
市
企
画
情

報
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
空
き
家
活
用
奨
励
金（
成
約
奨
励

金
）

　

空
き
家
の
賃
貸
、
売
買
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
む
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
空

き
家
の
所
有
者
と
移
住
者
の
間
で
売

買
契
約
若
し
く
は
賃
貸
借
契
約
が
成

立
し
た
場
合
、
空
き
家
の
所
有
者
に

対
し
て
10
万
円
を
支
給
し
ま
す
。
例

え
ば
、
家
財
道
具
片
付
け
、
引
っ
越

し
費
用
な
ど
。

③
空
き
家
改
修
事
業
補
助
金

　

移
住
目
的
で
空
き
家
を
購
入
し
た

移
住
者
が
そ
の
空
き
家
を
改
修
す
る

場
合
、
１
０
０
万
円
を
上
限
に
、
改

修
費
の
２
分
の
１
を
助
成
し
ま
す
。

④
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
前
の
空
き
家

改
修
事
業
補
助
金

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
の
意
思
の

あ
る
所
有
者
が
、
登
録
前
に
空
き
家

の
環
境
を
整
備
し
、
移
住
者
の
受
け

入
れ
を
促
す
た
め
、
空
き
家
を
改
修

す
る
場
合
、
50
万
円
を
上
限
に
改
修

費
の
２
分
の
１
を
助
成
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
汲
み
取
り
式
ト
イ
レ
改

修
、
風
呂
の
ボ
イ
ラ
ー
取
付
な
ど
。

⑤
お
試
し
暮
ら
し
短
期
滞
在
費
助
成
金

　

竹
田
市
へ
の
移
住
を
目
的
に
住
宅

を
探
す
、
仕
事
を
探
す
、
暮
ら
し
を

体
験
す
る
な
ど
の
活
動
で
市
内
に

連
続
し
て
２
日
以
上
宿
泊
す
る
場
合
、

１
人
当
た
り
１
泊
３
千
円
を
上
限
に

２
泊
分（
６
千
円
）を
助
成
し
ま
す
。

⑥
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
住
宅
取
得
・
住
宅

改
修
事
業
補
助
金

　

Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
が
定
住
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
住
宅
の
取
得
、

実
家
等
の
改
修
ま
た
は
空
き
家
の
改

修
に
要
す
る
経
費
の
一
部
に
つ
い
て

助
成
す
る
制
度
で
す
。Ｕ
タ
ー
ン（
就

職
な
ど
の
た
め
５
年
以
上
市
外
で
居

住
し
て
い
た
市
内
出
身
者
が
、
定
住

の
意
思
を
持
っ
て
再
び
転
入
す
る
こ

と
）す
る
者
が
、
自
ら
定
住
す
る
た

め
住
宅
の
取
得
や
実
家
等
の
改
修
を

行
う
事
業
で
、
補
助
対
象
経
費
の
３

分
の
２
以
内
、
１
０
０
万
円
を
限
度

と
し
ま
す
。

⑦
三
世
代
同
居
等
定
住
支
援
事
業
補

助
金

　

本
市
へ
の
定
住
促
進
と
家
族
の
絆

の
再
生
を
目
的
と
し
て
、
市
内
で
三

世
代
の
同
居
ま
た
は
隣
居
を
始
め
る

た
め
に
、
住
宅
の
新
築
や
購
入
等
に

係
る
経
費
の
一
部
に
つ
い
て
助
成
す

る
制
度
で
す
。
三
世
代
世
帯
の
祖
父

母
や
親
の
所
有
す
る
住
宅
、
三
世
代

世
帯
が
同
居
す
る
た
め
の
新
築
、
購

入
、
増
改
築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
住

宅
で
あ
っ
て
、
住
宅
の
取
得
や
実
家

等
の
改
修
を
行
う
事
業（
市
内
業
者
）

で
す
。
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２

以
内
、
１
０
０
万
円
を
限
度
と
し
ま

す
。

※
い
ず
れ
も
予
算
の
範
囲
内
で
補
助

金
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
補

助
金
交
付
要
綱
等
詳
細
は
竹
田
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

⑧
そ
の
他
・
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

　

空
き
家
バ
ン
ク
は
、
竹
田
市
に
居

住
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
方
に
、

所
有
者
・
管
理
者
が
賃
貸
や
売
買
す

る
意
思
の
あ
る
空
き
家
・
空
き
店
舗

の
情
報
を
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
公
開
し
紹
介
す
る
制
度
で
す
。
市

内
の
不
動
産
業
者
の
皆
さ
ん
に
も
協

力
い
た
だ
き
、
よ
り
多
く
の
情
報
を

お
届
け
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
竹
田
市
企
画
情
報
課
Ｔ
Ｏ
Ｐ
戦
略

推
進
室　

☎
63
―

４
８
０
１

　

移
住
や
定
住
、空
き
家
を
活
用
し
た
い
と
お
考
え
の
皆
さ
ん
に
、移
住
支
援
・

助
成
金
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

あなたの移住・定住を応援します！

　

竹
楽
の
開
催
に
合
わ
せ
、
竹

田
市
立
図
書
館
の
駐
車
場
で
竹

田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
森

貴
也
さ
ん
、
塩
飽
壮
平
さ
ん
、

原
口
健
太
さ
ん
の
３
人
が
作
品

の
展
示
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
森
貴
也
さ
ん
が
制

作
し
た
彫
刻
作
品
で
、
鉄
や
ス

テ
ン
レ
ス
、木
な
ど
を
使
っ
た
、

高
さ
が
４
・
６
㍍
も
あ
る
大
き

な
作
品
で
す
。「
月
ま
で
届
く
」

の
タ
イ
ト
ル
の
と
お
り
、
竹
灯
籠

に
浮
か
び
上
が
っ
た
そ
の
姿
を
月

に
ま
っ
す
ぐ
向
け
て
い
ま
し
た
。

竹灯籠に浮かび上がる 森さんの作品

あ
な
た
の
移
住
・
定
住
を
応
援
し
ま
す
！
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全
国
に
お
よ
そ
３
１
０
０
か
所
あ

る
温
泉
地
の
わ
ず
か
０
・
４
％
し
か

存
在
し
な
い「
炭
酸
泉
」。
そ
の
炭
酸

泉
を
生
か
し
、
健
康
づ
く
り
や
疾
病

予
防
、
中
長
期
滞
在
に
よ
る
観
光
振

興
に
繋
げ
よ
う
と「
全
国
炭
酸
泉
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
７
in
長
湯
温

泉
」が
11
月
５
日
、
竹
田
市
直
入
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
市
民
な
ど
約

２
０
０
人
が
参
加
。
講
演
会
で
は
、

首
藤
市
長
が
、「
活い

き
る
！  

入
湯
税

の
使
い
方
」、
市
直
入
支
所
の
秦
博

典
支
所
長
が「
温
泉
利
用
型
健
康
増

進
施
設
を
活
用
し
た
地
域
の
展
望
」

を
テ
ー
マ
に
話
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

作
家
で
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
森
ま
ゆ
み

さ
ん
は
、
イ
タ
リ
ア
の
土
地
の
文
化

と
歴
史
に
根
ざ
し
た
、
町
ぐ
る
み
が

宿
に
な
っ
て
い
る「
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・

デ
ィ
フ
ー
ゾ
」の
取
り
組
み
を
紹
介
。

地
域
活
性
化
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
熱
心
に
メ
モ
を
取

る
な
ど
し
、「
温
泉
新
時
代
を
拓
く
」

温
泉
資
源
の
更
な
る
有
効
活
用
の
可

能
性
を
探
り
ま
し
た
。

温
泉
地
の
活
性
化
に
向
け
て

　

全
国
の
炭
酸
泉
が
湧
出
す
る
自
治

体
、
地
域
の
観
光
協
会
や
旅
館
組
合

な
ど
官
民
が
連
携
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
温
泉
地
の
知
恵
と
力
を
結
集

し
、
観
光
振
興
と
地
域
活
性
化
を
図

ろ
う
と
、「
全
国
炭
酸
泉
湧
出
市
町

村
等
連
絡
協
議
会
」の
設
立
総
会
が

11
月
４
日
、
竹
田
市
直
入
支
所
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
炭
酸
泉
を
有
す
る
北

は
北
海
道
の
登
別
市
、
南
は
宮
崎
県

西
都
市
ま
で
全
国
16
自
治
体
の
ほ
か

大
学
及
び
調
査
研
究
機
関
、
観
光
協

会
・
旅
館
組
合
の
関
係
者
な
ど
約
50

人
が
参
加
。
協
議
会
規
約
や
事
業
計

画
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
、
温
泉
地
の

活
性
化
に
向
け
て
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有

と
情
報
交
換
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
市
で
は
温
泉
療
養
保
健
制
度

や
竹
田
式
湯
治
、
ま
た
温
泉
利
用
型

健
康
増
進
施
設（
連
携
型
）に「
御
前

湯
」と「
竹
田
市
直
入
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
体
育
館
」が
九
州
で
初
め
て

認
定
さ
れ
る
な
ど
、
温
泉
を
生
か
し

た
独
自
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

今
回
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
中

核
と
な
る
、
予
防
医
療
と
健
康
づ
く

り
、
観
光
の
拠
点
施
設「
温
泉
利
用

型
健
康
増
進
施
設（
ク
ア
ハ
ウ
ス
）」

の
起
工
式
が
11
月
19
日
、
国
民
宿
舎

直
入
荘
跡
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
地
元
直
入
地
域
の
方
や

関
係
者
な
ど
約
70
人
が
出
席
。
首

藤
市
長
は「
夢
描
い
た
施
設
の
着
工
。

こ
の
地
域
の
未
来
に
夢
を
授
け
る
こ

と
が
で
き
る
」、
設
計
を
手
掛
け
る

世
界
的
な
建
築
家
の
坂
茂
さ
ん（
株

式
会
社
坂
茂
建
築
設
計
）は「
自
然
と

施
設
と
が
一
体
と
な
っ
た
ク
ア
ハ
ウ

ス
。
市
民
の
方
々
の
健
康
増
進
、
ま

た
多
く
の
人
が
温
泉
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
施
設
に
し
た
い
」と
あ
い

さ
つ
。

　

地
元
を
代
表
し
て
、
直
入
小
学
校

の
秋
吉
蔵
さ
ん（
６
年
）は「
古
く
か

ら
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
て
き
た
長
湯

温
泉
は
地
域
の
誇
り
。
世
界
中
の
人

が
こ
の
施
設
を
利
用
し
て
健
康
に
な

り
、
温
泉
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
、
大
好
き

な
ま
ち
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
な
っ
て
ほ

し
い
」と
期
待
を
込
め
て
あ
い
さ
つ
。

　

健
康
増
進
と
観
光
振
興
の
一
翼
を

担
う
ク
ア
ハ
ウ
ス
。
そ
の
ク
ア
ハ
ウ

ス
を
含
む
全
て
の
施
設
の
完
成
は
、

平
成
30
年
９
月
の
予
定
で
す
。 

全
国
炭
酸
泉
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
７
in
長
湯
温
泉

温
泉
利
用
型
健
康
増
進
施
設「
ク
ア
ハ
ウ
ス
」

温
泉
新
時
代
を
拓
く

温泉新時代を拓く―全国炭酸泉シンポジウム  ほか

↑森まゆみさんはイタリアのアルベルゴ・ディフーゾの試みを紹介

↑熱心に聞き入る参加者の皆さん

↑総会には全国各地から約50人が参加

↑施設はクアハウスに宿泊棟とレストラン棟が
併設する複合施設。クアハウスは竹籠のよ
うな木屋根の温泉棟（延床面積497平方㍍）と

「歩き湯」等を備えた運動浴棟（同155平方㍍）
の２つからなります ↑工事の安全を願ってエコ風船を飛ばす参加者ら

健
康
増
進
と
観
光
の
拠
点
施
設
、
着
工
へ
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竹
田
警
察
署
は
全
国
で
も
珍
し
い

騎
馬
隊
を
発
足
さ
せ
、
11
月
５
日
に

久
住
高
原
で
開
催
さ
れ
た「
天
空
の

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
in
久
住　

ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
」で
デ
ビ
ュ
ー
。
先
導
役

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
玖
珠
警
察
署
が
20
年
ほ

ど
前
ま
で
騎
馬
隊
を
組
織
。「
く
じ
ゅ

う
連
山
や
久
住
高
原
を
有
す
る
竹
田

市
で
馬
の
活
用
を
」と
久
住
町
で
宿

泊
施
設
や
乗
馬
牧
場
を
運
営
す
る
レ

ゾ
ネ
イ
ト
ク
ラ
ブ
く
じ
ゅ
う
の
原
田

和
信
社
長
が
竹
田
署
に
提
案
し
、
実

現
し
た
も
の
で
す
。

　

騎
馬
隊
に
は
久
住
駐
在
所
の
佐
藤

将
友
警
部
補
と
都
野
駐
在
所
の
広
本

圭
治
巡
査
長
が
所
属
。
乗
馬
経
験
の

な
い
２
人
は
、町
内
の
乗
馬
牧
場「
コ

コ
ぺ
リ
ウ
エ
ス
タ
ン
ラ
イ
デ
ィ
ン

グ
」の
宮
本
寛
代
表
の
指
導
を
受
け
、

大
会
ま
で
２
週
間
練
習
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

  

「
安
全
に
参
加
者
を
先
導
す
る
こ
と

が
で
き
て
ホ
ッ
と
し
て
い
る
」と
佐

藤
警
部
補
。「
交
通
量
が
多
か
っ
た

が
、
運
転
手
が
自
分
た
ち
に
気
づ
き

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
く
れ
る
な
ど

騎
馬
の
効
果
を
認
識
し
た
」と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

荻
ふ
る
さ
と
祭
り
・
ト
マ
ト
天
国
in
お
ぎ

大
地
の
恵
み
を
満
喫

　

秋
空
が
広
が
っ
た
11
月
３
日
、「
第

38
回
荻
ふ
る
さ
と
祭
り
」「
第
12
回
ト

マ
ト
天
国
in
お
ぎ
」が
荻
福
祉
健
康

エ
リ
ア
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
場
に
は
九
州
有
数
の
高
原
野
菜

の
産
地「
荻
町
」の
大
地
の
恵
み
が
盛

り
だ
く
さ
ん
。
ト
マ
ト
で
つ
く
っ
た

リ
ゾ
ッ
ト
料
理
や
高
原
野
菜
の
詰
め

放
題
コ
ー
ナ
ー
、
食
の
バ
ザ
ー
な
ど

の
店
が
立
ち
並
び
、
来
場
者
は〝
荻

の
恵
み
〟を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
29
日
、
宮
城
台
小
学
校
体
育

館
で「
宮
城
地
区
敬
老
福
祉
・
食
彩

ま
つ
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は「
食
と
農
を
考
え
る
会
」

の
皆
さ
ん
が
調
理
し
た
61
種
類
の
彩

り
豊
か
な
秋
の
味
覚
が
並
び
、
来
場

者
の
お
腹
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
。

野
菜
を
食
べ
て
健
康
に
！

　

10
月
31
日
、
竹
田
市
直
入
公
民
館

で「
第
20
回
愛
育
ま
つ
り
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
昼
食
に
は
ミ
ニ
チ
ン
ゲ

ン
菜
の
一
種
、
ク
ー
ニ
ャ
ン
を
使
っ

た「
ク
ー
ニ
ャ
ン
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
」

が
、
参
加
者
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。 　

豊
か
な
大
自
然
の
継
承
と
森
林
再

生
を
目
指
し
て
、
竹
田
市
と
公
益
財

団
法
人
イ
オ
ン
環
境
財
団
の
共
催
に

よ
る「
植
樹
祭
」が
直
入
町
長
湯
の
会

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

植
樹
祭
は
昨
年
に
続
き
、
今
回
が

２
回
目
。
平
成
30
年
度
ま
で
の
３
か

年
計
画
で
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
延
べ

２
万
２
８
０
０
本
を
植
樹
し
ま
す
。

　

こ
の
日
は
地
元
の
都
野
小
学
校
と

直
入
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
、
県
内

外
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
５
０
０
人

が
参
加
。
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
山
の
斜

面
に
ケ
ヤ
キ
や
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ヤ
マ

モ
ミ
ジ
な
ど
10
種
類
、
計
６
４
０
０

本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

まちの出来事

↑騎馬隊の佐藤警部補（左）と広本巡査長

↑参加者を先導する２人。今後は交通安
全や防犯を呼びかける催しなどでも活
躍が期待されます

↑多くの来場者で賑わった新鮮
野菜の詰め放題コーナー

↑クーニャングリーンカレー１食で
クーニャン100ｇを含む野菜150ｇ
を摂ることができます。

　「野菜たっぷりで、おいしい！」と
参加者たち

↑「豊かな森に育って」と植樹に参加した児童たち

↑毎年大人気のトマトリゾット

騎馬隊、
颯爽とデビュー
天空のプロムナードin久住ウォーキング大会

彩り豊かな秋の味覚

緑豊かな大自然
を次世代へ
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県
産
豚
肉
の
消
費
拡
大
と
食
育
の

推
進
を
目
的
に
、
大
分
県
養
豚
協
会

（
工
藤
厚
憲
会
長
）に
加
盟
す
る
市
内

の
養
豚
農
家
が
学
校
給
食
に
地
元
産

の
豚
肉
を
無
償
提
供
し
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の

取
り
組
み
は
今
年
で
12
年
目
。
今
回

は
市
内
の
幼
稚
園
３
園
、
小
学
校
12

校
、
中
学
校
６
校
、
県
立
竹
田
支
援

学
校
に
76
キ
ロ
、
１
８
０
０
食
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
14
日
に
は
、
生
産
者
５
人
が

久
住
小
学
校（
山
口
和
幸
校
長
）を
訪

問
。
工
藤
会
長
は「
安
全
安
心
な
豚

肉
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
元
気
に
勉

強
や
ス
ポ
ー
ツ
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」と
あ
い
さ
つ
。
全
校
児
童
は
生

産
者
と
一
緒
に
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
の

「
ト
ン
カ
ツ
」を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

10
月
26
日
か
ら
31
日
ま
で
愛
媛
県

で
開
催
さ
れ
た「
第
17
回
全
国
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」に
、
県
代
表

と
し
て
出
場
し
た
深
谷
洋
二
さ
ん

（
荻
・
桜
町
東
）が
砲
丸
投
げ
競
技
で
、

見
事
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

熊
谷
明
さ
ん（
久
住
・
牧
ノ
元
）は
、

10
月
１
日
に
滋
賀
県
で
行
わ
れ
た

「
第
６
回
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
」の
男
子
５
キ
ロ
、

Ｍ
75（
75
〜
79
歳
）の
部
に
出
場
。
見

事
２
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

11
月
15
日
、「
平
成
29
年
度
竹
田

市
男
女
共
同
参
画
推
進
大
会
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
の
女
装
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
で
ラ
イ
タ
ー
の
ブ
ル
ボ

ン
ヌ
さ
ん
は
、
性
に
捉
わ
れ
な
い
自

分
ら
し
さ
が
社
会
を
変
え
て
い
く
と

参
加
者
に
伝
え
ま
し
た
。

　

10
月
31
日
、
竹
田
市
久
住
支
所
隣

で
、「
久
住
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）」の
新
築
工
事
に
係
る
安
全

祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
関
係
者
約
30
人

が
出
席
。
工
事
期
間
中
の
無
事
故
を

祈
願
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
の
完
成

は
来
年
３
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

  

「
道
の
駅
す
ご
う
」の
機
能
を
補
完

し
、
買
い
物
に
困
っ
て
い
る
高
齢
者

等
へ
の
利
便
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ

る「
ロ
ー
ソ
ン
竹
田
す
ご
う
店
」が
11

月
17
日
開
店
し
ま
し
た
。

　

道
の
駅
に
隣
接
す
る
コ
ン
ビ
ニ
の

開
店
は
、
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
や
販
路
拡

大
に
繋
が
る
で
し
ょ
う
。

平
田
泰
浩
さ
ん
を
竹
田
農
業

大
使
に
任
命

　

11
月
16
日
、
農
業
情
報
発
信
の
支

援
を
行
う「
竹
田
農
業
大
使
」に
、
平

田
泰
浩
さ
ん（
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ツ
㈱
）を
任
命
し
ま
し
た
。

　

平
田
さ
ん
は
、
平
成
12
年
に
㈳
竹

田
市
わ
か
ば
農
業
公
社
に
入
社
し
、

道
の
駅
た
け
た
な
ど
市
内
６
店
舗
の

経
営
責
任
者
と
し
て
活
躍
。
現
在
は

カ
ボ
ス
や
サ
フ
ラ
ン
等
を
全
国
で
取

り
扱
う
な
ど
情
報
発
信
に
お
け
る
一

翼
を
担
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

おいしい豚肉を食べて、
寒い季節も元気に！

久住地域のにぎわいの場に
「久住コミュニティセンター（仮称）」安全祈願祭

道の駅との共存共栄を
目指して

深谷洋二さんが
　　　　銀メダル

熊谷明さん、２位入賞

性の多様性について
考えよう

　

竹
田
市
の
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
や
調

査
、
情
報
発
信
の
拠
点
施
設「
竹
田

キ
リ
シ
タ
ン
研
究
所
・
資
料
館
」が

10
月
28
日
、
竹
田
市
竹
田
町
に
開
館

し
ま
し
た
。

　

市
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
竹
田
キ
リ
シ

タ
ン
未
来
計
画（
猪
野
一
男
代
表
）が
、

駅
前
通
り
の
空
き
店
舗
を
今
年
４
月

か
ら
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な

ど
に
よ
り
集
ま
っ
た
資
金
５
４
０
万

円
を
活
用
し
、
改
装
。
約
１
２
０
平

方
メ
ー
ト
ル
の
施
設
に
は
、
聖
ヤ
コ

ブ
石
像
や
原
の
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
墓
碑
、
聖

杯
や
燭
台
な
ど
の
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物

が
約
40
点
展
示
さ
れ
て
い
る
ス
ペ
ー

ス
や
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

待
機
場
所
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
に
は
市
内
外
か
ら
１
０
０
人
を

超
え
る
人
が
参
加
。

　

猪
野
代
表
は 

「
多
く
の
人
に
キ
リ

シ
タ
ン
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
、

ま
ち
の
活
性
化
に
寄
与
し
た
い
」と

あ
い
さ
つ
。
来
場
者
は
早
速
展
示
さ

れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

竹田キリシタン

城
下
町
に
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す

情
報
発
信
の
拠
点
施
設
オ
ー
プ
ン
！↑施設内には神戸市の牧師　田中豁

ひろし

さん
から寄贈された20点のキリシタン遺
物やイエズス会福岡修道院のルイス・
フォンテス神父から贈られたイコン画
616点のうちの一部なども展示

↑「流通・販売システム
を確立しながら、自分
ならではの方法で竹田
の農産物を売り込んで
いきたい」と平田さん
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1 2
・陽目の里「名水茶屋」（12月1日～3月31

日まで冬季休業）
・竹田市総合文化ホール仮予約相談会　

10：00-12：00（竹田市総合社会福祉セン
ター）

・健康づくり教室「やさしいストレッチ」 
14:00-15:00（竹田市総合社会福祉セン
ター）

・健幸運動教室「体にいいね！教室（感染
症について）」  14：00-15：00（直入B&G海
洋センター）

・第13回竹田市農業委員会総会 15：00～
（市役所本庁３階第５会議室）

・第13回歳末助け合いチャリテ
    ィーショー　 午前の部10:00-

12:00　午後の部14:00-16:00
（久住公民館くじゅうサンホー

ル）
・川野里子氏朗読会 「遊び？ 本

気？現代詩を楽しもう」18:30-
19:30（竹田市立図書館）

7 8 9
・竹田温泉「花水月」休館日
・水の駅おづる休業日
・健幸運動教室「腰楽教室」
   14：00-15：00 （直入B&G海洋セ

ンター）

・健幸運動教室「体にいいね！
教室（血圧（病態編））」  

   14：00-15：00（直入B&G海洋セ
ンター）

・第44回竹田市少年少女駅伝ロ
    ードレース大会　9:30～開会

式  9:50～スタート（竹田市総
合運動公園陸上競技場）

・荻地域人権啓発推進講演会　
13:30～（緑ヶ丘中学校）

・直入地域人権啓発推進講演会 
13:30～（直入公民館大ホール）

14 15 16
・竹田温泉「花水月」休館日
・祖峰地区の山城めぐり 9:00扇森稲

荷神社駐車場集合
   ☎62-4100（竹田創生館）

・竹田市歩こう会「忘年歩こう会・荻
の里温泉」   9:30下町公民館集合

   ☎62-2501（山本）
・５歳児健診　13:00-15:30（竹田市総

合社会福祉センター）
・健幸運動教室「腰楽教室」 14：00-
   15：00（直入B&G海洋センター）

・健幸運動教室「体にいいね！
教室（入浴について）」 

   14：00-15：00（直入B&G海洋セ
ンター）

・第29回 「佐藤義美賞」 竹田童謡作詩
コンクール表彰式　16:00～（佐藤義
美記念館隣「ことりのアトリエ」）

・「『赤い鳥』創刊100年を迎え～義美・
白秋・みすゞを辿る～」 16：50～

（佐藤義美記念館隣「ことりのアトリ
エ」）

・第29回クリスマス音楽の夕べ 
18:00-20:30  （竹田商工会議所２階
ホール）※中学生以上700円、小学
生以下500円    ☎63-1823 （瀧廉太郎
会事務局・堀）

21 22 23 天皇誕生日

・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県交通事故巡回相談　10:00-15:00（大

分県豊肥振興局） ☎63-1171（豊肥振興局）
※要予約

・こころの健康相談　13:30-15:30（荻支所） 
☎63-3346（竹田市心の相談支援事業所）

   ※要予約（相談日の前日午前中まで）
・健幸運動教室「腰楽教室」  14：00-15：00　

（直入B&G海洋センター）
・精神保健福祉相談　14:00-16:00 （大分県豊

肥保健所）　☎0974-22-0162（豊肥保健所）
※要予約

・健幸運動教室「体にいいね！
教室（血圧（食事編））」 

   14：00-15：00（直入B&G海洋セ
ンター）

・第20回クリスマス・キャロル 
10：00-11：30（竹田市立図書館）

・親子ミニ門松・ミニクリスマ
スツリー作り　13:00～（竹田
分館）　☎63-2638（竹田観光
案内所）

28 29 30
・竹田温泉「花水月」休館日
・荻の里温泉休館日
・健幸運動教室「腰楽教室」
   14：00-15：00 （直入B&G海洋

センター）
・竹田市消防団年末夜警　

19:30（予定）～ 市長・団長巡
視（竹田方面隊）  副市長・消
防長巡視（直入方面隊）

・荻の里温泉休館日
・竹田市消防団年末夜警 
   19:30（予定）～市長・団長巡視
（荻方面隊） 副市長・消防長巡

視（久住方面隊）

・竹田市消防団年末夜警

12月

人権学習学級
　どなたでも自由に受講できま
すので、ぜひお気軽にご参加く
ださい。
日時　12月13日㈬　午後３時～
会場　市役所本庁３階会議室
内容　『老いじたく』～介護保険、
成年後見の現場から～
講師　社会福祉士  河野雄三  氏
※受講を希望される方は事前に
ご連絡ください。
問竹田市生涯学習課   ☎63-4817

TCTたけたケーブルテレビ特番情報

第71回瀧廉太郎記念全日本
高等学校声楽コンクール
　10月に開催された、第71回瀧
廉太郎記念全日本高等学校声楽
コンクール本選の模様をお届け
します。今年は全国から32名の
高校生が予選に出場し、そのうち
11名が本選へ出場しました。若
き声楽家の皆さんの歌声をお聴
きください。

【放送日】
12月10日･17日･24日   いずれも
日曜日　午後２時～  
問竹田市ケーブルネットワーク
センター　☎76-1415

今月のよりそいカフェ
（認知症予防カフェ）

【竹田】
・12月１日・15日㈮13:30-15:30 
　古町商栄会

【荻】
・12月12日・26日㈫13:00-15:00 
　荻「しらみず」

【久住】
・12月12日㈫・21日㈭13:00-15:00
　久住「りんどう」

【直入】
・12月８日・22日㈮13:00-15:00 
　直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】
・12月７日・14日㈭13:00-15:00 
　出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】
・12月６日㈬13:00-15:00 
　入田分館
・12月12日㈫13:00-15:00 
　嫗岳分館
・12月20日㈬13:00-15:00 
　宮砥分館

【都野】
・12月６日㈬13:30-15:30
　くたみたきのう館
・12月16日㈯13:30-15:30
 　グループホームくたみのもり

【今月の行政なんでも相談所】
地域 相　談　日 時　間 開　催　場　所

竹　田

12月20日㈬ 10：00～12：00

竹田市総合社会福祉センター　相談室
荻 荻公民館　幼児室

久　住 久住公民館　健康相談室
直　入 直入支所　小会議室

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで　「困ったら一人で悩まず行政相談！」
〔竹田〕阿南　　茂　☎67-2608　〔　荻　〕佐藤　孝幸　☎68-3510
〔久住〕本郷　俊一　☎76-1304　〔直入〕児玉　龍明　☎75-2426

12月１日は「世界エイズデー」
「UPDATE! エイズの

イメージを変えよう」
　HIVに感染していても症状は
ありませんが、他人に感染させ
る力はあります。早期発見・早
期治療が重要ですので、HIV検査を受けま
しょう。
　豊肥保健所では毎週火曜日の午前９時
から11時まで、無料・匿名のHIV検査を
行っています。※前日までの予約が必要
です。当日の受付はできません。
問大分県豊肥保健所　☎0974-22-0162㈹
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日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

3 4 5 6
・竹田市歩こう会「総合運動公園」

9:30本町マルショク前集合　
☎62-2501（山本）

・荻の里温泉休館日
・竹田市総合文化ホール仮予約

相談会   18：00-20：00（竹田市
総合社会福祉センター）

・おはなしひろば   10:30-11:00（竹
田市立図書館おはなしひろば）

・こころの健康相談 13:30-15:30（直
入支所）　☎63-3346（竹田市心の
相談支援事業所）※要予約（相談日
の前日午前中まで）

・健幸運動教室 「ウォーキング教室」 
14：00-15：00（直入B&G海洋セン
ター）

・水の駅おづる休業日

10 11 12 13
・〈ホームムービーの日〉竹田の

８ミリ上映会  14：00-16：00（竹
田市総合社会福祉センター）

・健康づくり教室「かんたんな筋
トレ」  14:00-15:00（竹田市総
合社会福祉センター）

・おはなしひろば  10:30-11:00
（竹田市立図書館おはなしひ

ろば）
・健幸運動教室「ストレッチ・筋

トレ教室」  14:00-15:00（直入
B&G海洋センター）

・１歳６か月児健診 13:00-15:30
（竹田市総合社会福祉センター）

・人権学習学級　15:00～（市役
所本庁３階会議室）

17 18 19 20
・第10回雪っこカーニバルin久

住　9:00～開会（久住公民館）
・荻の里温泉休館日
・竹田市健康一直線応援セミナー 

15:30～受付  16:00～開会（竹
田市総合社会福祉センター）

・おはなしひろば  10:30-11:00
（竹田市立図書館おはなしひ

ろば）
・健幸運動教室「ウォーキング教

室」  14:00-15:00（直入B&G海洋
センター）

・温泉療養文化館「御前湯」休館日・長湯
おんせん市場休業日

・もぐもぐ教室　9:30-12:00（竹田市総合
社会福祉センター）

・年金相談［完全予約制］   10:00-15:00
（竹田市高齢者いきいき交流センター）

・大分県行政書士会無料相談会　13:00-
16:00（大分県行政書士会〔大分市〕）　
☎097-537-7089（大分県行政書士会事
務局）

・健康づくり教室「体にいいね！教室」　
14:00-15:00（竹田市総合社会福祉セン
ター）

24 25 26 27
【納期限】市県民税４期、国民

健康保険税９期、介護保険料・
後期高齢者医療保険料６期

・おはなしひろば  10:30-11:00（竹
田市立図書館おはなしひろば）

・こころの健康相談  13:30-15:30
（竹田市総合社会福祉センター） 

☎63-3346 （竹田市心の相談支援
事業所）  ※要予約（相談日の前日
午前中まで）

・健幸運動教室 「ストレッチ・筋ト
レ教室」    14：00-15：00（直入B&G
海洋センター）

・荻の里温泉休館日
・こころの健康相談   13:30-15:30

（久住保健センター）
　☎63-3346（竹田市心の相談

支援事業所）※要予約（相談日
の前日午前中まで）

31

たけたん情報

月
間
・
そ
の
他

○歳末たすけあい運動
　～12／31㈰
〇大気汚染防止推進月間
〇地球温暖化防止推進月間
〇省エネ総点検の日
　12／１㈮
〇障害者週間
　12／３㈰～９㈯
〇人権週間12／４㈪～10㈰
〇北朝鮮人権侵害問題啓発

週間12／10㈰～16㈯

「竹田温泉花水月」年末年始の営業のお知らせ
　年末年始の営業は次のとおりです。皆さん、ぜひ花水月へお越
しください。お待ちしています。
　・12月28日㈭　休館日
　・12月29日㈮　大浴場　（11：00～21：00）※特別時間
　・12月30日㈯　大浴場　（11：00～21：00）※特別時間
　・12月31日㈰　大浴場　（11：00～21：00）※特別時間
　・ １月１日㈪　大浴場　（  9：00～21：00）※特別時間
　・ １月２日㈫　大浴場　（11：00～21：00）※特別時間
　・ １月３日㈬　大浴場　（11：00～21：00）※特別時間
　・ １月４日㈭　休館日
　・ １月５日㈮　大浴場　（11：00～22：00）※通常営業
※なお、露天風呂は12月～３月の間、土・日・祝日のみ（年末年
始を除く）営業します。
問竹田温泉花水月　☎64-1126

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が
土日の場合は直前の金曜が締切日となります）。  ㉄竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

■2018年１月上旬の主な予定
　１月１日㈪　・2018年荻地域新春歩こう会　6:00～開会式・スタート（荻公民

館）　※参加料　小学生以上100円　☎68-2025（荻公民館）
　１月２日㈫　・第41回相良慶隆杯竹田新春マラソン大会 　9:30～開会式 

10:00～スタート（竹田市総合運動公園陸上競技場）
　　　　　　　　☎090-4771-8491（竹田市陸上競技協会・甲斐）
　１月３日㈬　・第31回新春たこあげ大会　9:00～受付  9：30～開会（竹田市総

合運動公園）  ☎090-4993-7588（竹田市レクリエーション協会・
阿南）

　１月７日㈰　・平成30年竹田市消防特別点検   8:30～（竹田市総合運動公園）
　　　　　　　・平成29年度竹田市成人式　12:00～受付　13:00～開会（久住公

民館くじゅうサンホール）

市民課環境衛生係からのお知らせ
◎年末年始のごみ収集　○12月29日㈮から１月３日㈬まで、年末年始の休日のためゴミ収集は行いません。
　　　　　　　　　　　○１月４日㈭から通常業務となります。
　　　　　　　　　　　○古紙類・古布類については振替収集します。
　　　　　　　　　　　　１月１日（第１月曜日）の振替収集は行いません。
　　　　　　　　　　　　１月２日（第１火曜日）の振替収集は、１月９日（第２火曜日）に行います。
　　　　　　　　　　　　１月３日（第１水曜日）の振替収集は、１月10日（第２水曜日）に行います。
　　　　　　　　　　　　（平成28年度家庭ごみ収集日程表をご覧ください）
◎年末年始の処理業務　◇清掃センター・・・ごみの持ち込みは12月28日㈭の午前中まで、年始は１月４日㈭から
　　　　　　　　　　　※場内はごみ持ち込み車両による混雑が予想されます。粗大ごみや一時的な多量ごみ以外は、

定期収集日に出していただくようお願いします。
　　　　　　　　　　　◇衛生センター（し尿処理場）・・・年末は12月28日㈭まで、年始は１月４日㈭から
　　　　　　　　　　　※し尿汲み取りの申し込みは年末に集中しますので、12月20日㈬までに汲み取り業者（竹田衛

生社　☎63-3546）へお申し込みください。
問竹田市市民課環境衛生係　☎63-4821／清掃センター　☎68-2819
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い
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
生
涯
学
習
課　

☎
63
―

４
８
１
７

幼
稚
園
・
保
育
所（
園
）

平
成
30
年
度
認
可
保
育
所（
園
）及
び

認
定
こ
ど
も
園
の
入
所
申
込
受
付

　

平
成
30
年
度
の
認
可
保
育
所（
園
）

及
び
認
定
こ
ど
も
園
の
入
所
申
し
込

み
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

竹
田
市
社
会
福
祉
課
、
各
支
所
地

域
振
興
課
及
び
各
保
育
所（
園
）に
備

え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
、
押
印
の
う
え
、
添
付
書
類
と
あ

わ
せ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
自
治
会
長
文
書

で
回
覧
さ
れ
る「
平
成
30
年
度
保
育

所
入
所
の
ご
案
内
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

12
月
11
日
㈪
〜
平
成
30

年
１
月
12
日
㈮

※
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
の
期

間
を
除
く

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
受
付
期
間
内
に
申
し
込
み
さ
れ

た
方
が
優
先
さ
れ
ま
す
の
で
、
期
間

内
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
提
出
先

希
望
す
る
教
育

保

育

施

設

申

し

込

み

提

出

先

保
育
所（
園
）

認
定
こ
ど
も
園

（
保
育
を
必
要
と

す
る
子
ど
も
）

竹
田
市
社
会
福
祉

課
及
び
各
支
所
地

域
振
興
課

認
定
こ
ど
も
園

（
教
育
利
用
を
希

望
す
る
子
ど
も
）

な
お
い
り
こ
ど
も

園

※
認
定
こ
ど
も
園
で
は
保
育
を
必
要

と
す
る
０
歳
児
〜
５
歳
児
の
ほ
か
、

保
護
者
の
就
労
状
況
等
に
関
わ
り
な

く
、
３
歳
児
〜
５
歳
児
で
あ
れ
ば
ど

の
お
子
さ
ん
も
教
育
・
保
育
を
一
体

的
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
保
育
を
必
要
と
せ
ず
、
認
定
こ
ど

も
園
の
教
育
利
用
を
申
し
込
ま
れ
る

方
は
、
直
接
な
お
い
り
こ
ど
も
園
へ

お
申
し
出
い
た
だ
き
、
内
定
を
受
け

た
あ
と
園
を
通
じ
て
利
用
の
た
め
の

認
定
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
竹
田
市
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援

係　

☎
63
―

４
８
１
１

平
成
30
年
度
市
立
幼
稚
園
の
入

園
願
書
受
付

　

市
立
竹
田
幼
稚
園
、
南
部
幼
稚
園
、

直
入
幼
稚
園
の
３
園
で
は
、
平
成
30

年
度
の
入
園
願
書
の
受
付
を
始
め
ま

す
。

　

市
立
幼
稚
園
の
あ
る
竹
田
地
域
・

直
入
地
域
の
対
象
児
の
保
護
者
の
方

に
は
入
園
願
書
を
郵
送
し
ま
す
。
12

月
中
に
願
書
が
届
か
な
い
場
合
、
ま

た
そ
の
他
の
地
域
に
在
住
の
方
で
入

園
を
希
望
す
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

対
象
と
な
る
子
ど
も

〇
竹
田
幼
稚
園
・
南
部
幼
稚
園 

　

平
成
24
年
４
月
２
日
〜
平
成
25
年

４
月
１
日
生
ま
れ（
５
歳
児
）

〇
直
入
幼
稚
園 

　

平
成
24
年
４
月
２
日
〜
平
成
26
年

４
月
１
日
生
ま
れ（
４
・５
歳
児
）

問
竹
田
市
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　

 　

 

☎
63
―

４
８
３
３

　

竹
田
幼
稚
園  

☎
63
―

１
０
８
１

　

南
部
幼
稚
園  

☎
63
―

１
０
８
４

　

直
入
幼
稚
園  

☎
75
―

２
２
３
０

年
　
金

あ
な
た
の
年
金
、
簡
単
便
利
な

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
！

  

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」と
は
、
こ
れ

ま
で
の
年
金
記
録
や
将
来
受
け
取
る

年
金
の
見
込
額
、
ね
ん
き
ん
定
期
便

や
年
金
振
込
通
知
書
な
ど
、
ご
自
身

の
年
金
に
関
す
る
情
報
を
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
利
用
に
は
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
の
取

得
が
必
要
で
す
。「
年
金
手
帳
」に
記

載
さ
れ
て
い
る「
基
礎
年
金
番
号
」を

用
意
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

年
金
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
入

り
、
登
録
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

（http://w
w

w
.nenkin.go.jp/n_

net/

）で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

問
大
分
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課　

☎
０
９
７
―

５
５
２
―

１
２
１
１

消
費
者
行
政

　
　
　
配
置
薬
設
置
の
注
意
点

  

「
配
置
薬
の
業
者
が
数
年
間
薬
の
入

れ
替
え
に
来
な
か
っ
た
の
で
、
残
っ

て
い
た
使
用
期
限
切
れ
の
薬
を
廃
棄

し
た
。
最
近
に
な
っ
て
突
然
業
者
が

来
訪
し
、
廃
棄
し
た
分
を
含
む
薬
代

を
支
払
う
よ
う
言
わ
れ
た
」と
い
っ

た
相
談
が
あ
り
ま
す
。「
配
置
薬
」と

は
販
売
員
が
消
費
者
宅
へ
薬
を
届
け
、

次
回
の
訪
問
時
に
消
費
者
が
使
っ
た

分
の
薬
代
を
支
払
う
仕
組
み
で
、
勝

手
に
処
分
す
る
と
そ
の
分
の
代
金
を

請
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
長

期
間
訪
問
が
な
い
場
合
で
も
、
使
わ

な
い
薬
は
自
分
の
判
断
で
処
分
せ
ず
、

必
要
な
い
と
思
っ
た
ら
解
約
を
申
し

出
て
引
き
取
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

問
竹
田
市
市
民
課
窓
口（
竹
田
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
）☎
63
―

４
８
３
４ 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時（
平
日

の
み
）

大
分
県
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ザ（
ア
イ
ネ
ス
）

☎
０
９
７
―

５
３
４
―

０
９
９
９

たけたん

情 報

12月号
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度

高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
お
知

ら
せ
を
送
付
し
ま
す

　

高
額
介
護
合
算
療
養
費
と
は
、
毎

年
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
１
年

間
に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と
介
護
保

険
の
自
己
負
担
額
の
合
計
額
が
基
準

額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た

額
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
で
支
給
が
見
込
ま
れ
る
方
に
、

平
成
30
年
１
月
に
お
知
ら
せ
と
支
給

申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
支
給
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
お
住
ま

い
の
市
町
村
で
申
請
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

支
給
申
請
書
・
お
知
ら
せ
の
文
書
・

印
鑑
・
通
帳
等（
口
座
情
報
が
確
認

で
き
る
も
の
）・
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
・
介
護
保
険
被
保
険
者

証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
等

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で
き
る
も

の
）・
申
請
者（
代
理
人
含
む
）の
身
元

確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証

等
）

65
歳
か
ら
74
歳
の
方
が
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
障
が
い
認
定

を
受
け
る
際
の
手
続
き

　

申
請
受
付
は
お
住
ま
い
の
市
町
村

で
行
い
ま
す
の
で
、
担
当
窓
口
に
次

の
も
の
を
ご
持
参
の
う
え
、
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
印
鑑

・
障
が
い
の
程
度
が
確
認
で
き
る
書

類
（
障
害
者
手
帳
な
ど
）

・
本
人
確
認
証
明
（
運
転
免
許
証
な

ど
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の
）

　

な
お
、
代
理
申
請
を
さ
れ
る
場
合

は
代
理
の
方
の
印
鑑
、
本
人
確
認
証

明
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
障
が
い
認
定
は
ご
本
人
の
申
請
に

よ
り
、
75
歳
に
な
る
ま
で
は
将
来
に

向
か
っ
て
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
、
撤
回
後
は
国
民
健

康
保
険
や
社
会
保
険
等
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
竹
田
市
保
険
健
康
課

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線
１
７
９
）

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

☎
０
９
７
―

５
３
４
―

１
７
７
１（
代

表
）指

定
管
理
者
の
公
募

市
立
都
野
保
育
所
の
指
定
管
理

者
を
公
募
し
ま
す

　

市
立
都
野
保
育
所
は
、
指
定
管
理

者
に
運
営
を
委
託
し
て
お
り
、
来
年

の
３
月
末
が
契
約
期
限
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
地
方
自
治
法
及
び
竹
田
市

立
保
育
所
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、

来
年
度
か
ら
の
管
理
・
運
営
業
務
を

行
う
指
定
管
理
者
を
公
募
し
ま
す
。

名
称　

竹
田
市
立
都
野
保
育
所

所
在
地　

竹
田
市
久
住
町
大
字
栢
木

６
１
３
１
番
地
１

指
定
予
定
期
間　

平
成
30
年
４
月
１

日
〜
平
成
35
年
３
月
31
日

募
集
期
限　

12
月
27
日
㈬
午
後
５
時

募
集
詳
細　

業
務
内
容
や
応
募
資
格

等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
竹
田
市
社

会
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

〈
説
明
会
及
び
施
設
見
学
会
〉

日
時　

12
月
19
日
㈫
午
後
２
時
〜

会
場　

竹
田
市
立
都
野
保
育
所

申
込　

12
月
14
日
㈭
午
後
５
時
ま
で

問
竹
田
市
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援

係　

☎
63
―

４
８
１
１

たけたん情報

市が保有している土地・建物を
一般競争入札で売却します！

番号 物　件　名 所　　在　　地 地目
用途

地積（㎡）
実測面積

１ 旧藤目住宅（旧下
竹田小学校前）

竹田市直入町大字上田北字狸穴
2011番6

宅地
住宅
倉庫

219.08
64.86
11.67

2 上角市有地（児童
公園跡地） 竹田市大字竹田字魚住880番8 宅地 595.73

3 上角市有地（旧老
人ホーム跡地） 竹田市大字竹田字立小野709番1 宅地 2,144.39

入札日時　12月21日㈭  午前10時～
入札場所　竹田市役所２階会議室
参加方法　事前に竹田市財政課市有財産経営管理室にお申し込みください。
受付期間　12月15日㈮まで
現地説明会　12月18日㈪  ※物件所在地において
※市税等を滞納している方等は入札に参加できない場合があります。
問竹田市財政課市有財産経営管理室　☎63-1111（内線233）
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農
　
業

　
　
　
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
回

収
し
ま
す

　

使
用
済
み
の
ビ
ニ
ー
ル
や
マ
ル
チ

な
ど
の
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

は
、
法
律
で
適
正
な
処
理
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
回
収
場
所
へ

運
搬
す
る
場
合
は
、「
運
搬
車
両
の

表
示
」及
び「
書
面
の
備
え
付
け（
携

帯
）」を
行
う
と
と
も
に
、
当
日
は
印

鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

回
収
す
る
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類　

ハ
ウ
ス
の
農
業
用
ビ
ニ
ー

ル
、
農
業
用
の
マ
ル
チ
資
材
、
ラ
ッ

プ
サ
イ
レ
ー
ジ
、
肥
料
袋（
ビ
ニ
ー

ル
）、
育
苗
用
ポ
ッ
ト
、
農
薬
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
空
容
器
な
ど

※
農
ビ
ニ
ー
ル
と
農
ポ
リ
に
分
類
し

て
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

回
収
日
程（
予
定
）

○
菅
生
育
苗
セ
ン
タ
ー　

12
月
６
日

㈬
・
３
月
15
日
㈭ 

○
荻
堆
肥
セ
ン
タ
ー　

12
月
８
日

㈮
・
１
月
17
日
㈬
・
３
月
16
日
㈮

○
久
住
野
菜
集
出
荷
場　

12
月
７
日

㈭
・
３
月
13
日
㈫ 

○
直
入
野
菜
集
出
荷
場　

３
月
14
日

㈬
回
収
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

※
時
間
内
で
の
持
ち
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

料
金

　

個
人　
　
　
　

５
円
／
㎏
（
税
別
）

　

法
人（
企
業
）　

７
円
／
㎏
（
税
別
）

問 

竹
田
市
農
政
課 

☎
63
―

４
８
０
５

大
分
県
農
協
豊
肥
事
業
部
園
芸
課　

☎
63
―

１
２
２
４

「
農
業
用
生
分
解
マ
ル
チ
フ
ィ

ル
ム
」購
入
費
を
補
助
し
ま
す

　

竹
田
市
で
は「
環
境
に
配
慮
し
た

畑
作
営
農
の
推
進
」を
目
的
と
し
て
、

平
成
30
年
度
の
作
付
け
に
使
用
す
る

生
分
解
マ
ル
チ
に
要
す
る
経
費
に
対

し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

※
生
分
解
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
と
は
…

使
用
後
４
か
月
で
土
中
の
微
生
物
に

よ
り
分
解
さ
れ
る
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
。

収
穫
後
の
回
収
作
業
に
か
か
る
労
力

を
低
減
す
る
こ
と
で「
農
作
業
の
省

力
化
」及
び「
廃
プ
ラ
の
排
出
量
の
削

減
」を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

補
助
率　

３
分
の
１
以
内（
申
込
み

多
数
の
場
合
は
補
助
率
の
変
動
が
あ

り
ま
す
）

作
付
品
目　

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
白

菜
、
大
根
、
レ
タ
ス（
全
４
品
目
）

補
助
金
交
付
対
象
者

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
者
と

し
ま
す
。

○
市
内
に
居
住
し
農
地
を
所
有
し
て

い
る
者
。
ま
た
は
竹
田
市
農
業
委
員

会
で
使
用
賃
貸
借
の
許
可
を
受
け
て

お
り
、
市
内
で
農
業
を
営
む
者

○
作
付
面
積
が
10
ア
ー
ル
以
上
の
畑

作
営
農
を
行
っ
て
い
る
者

○
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
者

申
込　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書

に
必
要
事
項（
作
地
の
地
番
、
面
積
）

等
を
記
入
し
、
捺
印
の
う
え
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

12
月
27
日
㈬

・

竹
田
市
西
部
営
農
地
区
推
進

協
議
会（
事
務
局
）竹
田
市
農
政
課
ブ

ラ
ン
ド
推
進
室　

☎
63
―

４
８
０
５

大
分
県
農
協
豊
肥
事
業
部　

　

菅
生
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

   

☎
63
―

２
３
３
１

　

荻
グ
リ
ー
ン
店  

☎
63
―

２
８
０
７

上
下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

水
道
管
凍
結
に
注
意

　

寒
冷
期
と
な
り
ま
し
た
。
水
道
管

は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
３
℃
以
下
に

な
る
と
破
裂
し
た
り
、
凍
結
し
て
水

が
出
な
く
な
り
ま
す
。
毎
年
こ
の
時

期
に
、
水
道
管
の
破
裂
事
故
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

水
が
出
な
い
な
ど
の
異
常
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
内
側

に
あ
る
副
止
水
栓
を
止
め
て
、
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
修
理
を
依

頼
し
ま
し
ょ
う
。
副
止
水
栓
の
な
い

家
庭
は
、
修
理
の
時
に
必
ず
取
り
付

け
て
く
だ
さ
い
。
修
理
の
経
費
に
つ

い
て
は
使
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

水
道
管
に
も
冬
支
度
を 

　

気
温
が
低
い
日
は
水
道
管
の
凍
結

防
止
の
た
め
、
水
道
管
に
も
防
寒
対

策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

〔
ご
家
庭
で
で
き
る
防
寒
対
策
〕

　

水
道
管
が
直
接
外
気
に
触
れ
な
い

よ
う
、
保
温
材
を
巻
き
つ
け
、
そ
の

上
か
ら
ヒ
モ
で
し
ば
っ
て
固
定
し
、

保
温
材
が
濡
れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー

ル
テ
ー
プ
等
で
下
か
ら
す
き
ま
な
く

重
ね
て
巻
き
ま
す
。

※
保
温
材
は
、
市
販
さ
れ
て
い
る
物

の
ほ
か
に
、
毛
布
・
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
等
ご
家
庭
に
あ
る
物
で
も
代
用
で

き
ま
す
。

問
竹
田
市
上
下
水
道
課

☎
63
―

４
８
３
６

市
町
村
設
置
型
合
併
処
理
浄
化
槽

の
設
置
等
を
お
す
す
め
し
ま
す

　

川
や
海
な
ど
の
汚
れ
の
大
き
な
原

因
は
、
家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
炊
事
や
洗
濯
、

風
呂
等
か
ら
の
生
活
雑
排
水
は
、
生

活
排
水
全
体
の
有
機
汚
濁（
水
質
を

汚
濁
さ
せ
る
汚
れ
分
：
Ｂ
Ｏ
Ｄ
）の

う
ち
70
％
以
上
を
占
め
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
竹
田
市
で
は
、
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し
尿
も
生
活
排
水
も
ま
と
め
て
高
度

に
処
理
す
る
市
町
村
設
置
型
合
併
処

理
浄
化
槽
の
設
置
を
す
す
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
の

対
象
区
域
に
住
ん
で
い
る
皆
様
に
は
、

施
設
へ
の
加
入
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
汲
み
取
り

式
ト
イ
レ
や
単
独
浄
化
槽
か
ら
、
水

洗
ト
イ
レ
や
各
排
水
処
理
施
設
及
び

市
町
村
設
置
型
合
併
処
理
浄
化
槽

へ
の
転
換
を
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

な
お
、
切
り
替
え
を
行
う
方
は
、
工

事
等
の
前
に
市
へ
の
申
請
等
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
竹
田
市
上
下
水

道
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

１  

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

　

荻
地
域　

馬
場
、
桜
町
東
、
桜
町

西
、
桜
町
南
、
桜
町
栄（
一
部
区
域

外
あ
り
）

　

久
住
地
域　

本
町
、
下
町
、
田
向

町
、
新
町
、
飛
森
、
建
宮
、
仲
村
、

道
園
、
阿
蔵
野
、
阿
蔵
野
東（
一
部

区
域
外
あ
り
）

２  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
排

水
処
理
施
設

　

七
里
分
譲
地
の
一
部

３  

市
町
村
設
置
型
合
併
処
理
浄
化
槽

　

１
及
び
２
を
除
く
区
域

問
竹
田
市
上
下
水
道
課
生
活
排
水
係 

☎
63
―

１
１
１
１

（
内
線
１
８
１
・
１
８
２
）

定
例
会
・
講
習
会

　
　大
分
県
難
聴
者
協
会
定
例
会

　

中
途
失
聴
者
及
び
難
聴
者
の
自
助

グ
ル
ー
プ
で
、
聞
こ
え
の
悩
み
を
分

か
ち
合
い
、
明
る
く
生
活
が
で
き
る

よ
う
定
例
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

要
約
筆
記
の
支
援
も
受
け
て
い
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
、
申
込
は
不
要
で
す

の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
９
日
㈯
、
２
月
11
日
㈰
、

３
月
10
日
㈯　

い
ず
れ
も
午
前
10
時

〜
12
時

場
所　

大
分
県
聴
覚
障
害
者
セ
ン

タ
ー（
大
分
市
大
津
町
）

問
大
分
県
難
聴
者
協
会　

☎
０
８
０

―

１
７
４
２
―

１
２
６
１（
小
倉
）

FAX
０
９
７
７
―

75
―

７
６
４
５

E-m
ail

：togura72@
gm

ail.com

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

◇
再
講
習

対
象
者

・
平
成
24
年
度
に
資
格
を
取
得
し
た

消
防
設
備
点
検
資
格
者

・
平
成
24
年
度
に
再
講
習
を
受
け
た

消
防
設
備
点
検
資
格
者

実
施
日

・
第
１
種　

平
成
30
年
１
月
31
日
㈬

・
第
２
種　

平
成
30
年
２
月
１
日
㈭

会
場　

大
分
県
教
育
会
館（
大
分
市

下
郡
４
９
６
―

38
）

受
付
期
間　

12
月
21
日
㈭
ま
で

◇
新
規

対
象
者

　

消
防
法
施
行
規
則
第
31
条
の
６
第

６
項
及
び
平
成
12
年
消
防
庁
告
示
第

11
号
に
規
定
す
る
受
講
資
格
を
有
す

る
者

実
施
日

・
第
１
種　

平
成
30
年
２
月
14
日
㈬

〜
16
日
㈮

・
第
２
種　

平
成
30
年
２
月
21
日
㈬

〜
23
日
㈮

会
場　

ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分（
大
分

市
金
池
南
１
丁
目
５
番
１
号
）

受
付
期
間　

12
月
25
日
㈪
〜
平
成
30

年
１
月
26
日
㈮

※
科
目
免
除
の
あ
る
方
は
、
受
講
料

が
変
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
当
協
会
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
（
一
財
）大
分
県
消
防
設
備
安

全
協
会（
〒
８
７
０
―

０
０
２
３　

大

分
市
長
浜
町
２
―

12
―

10
昭
栄
ビ
ル
４

階
） ☎
０
９
７
―

５
３
７
―

３
１
２
５

たけたん情報

健康アプリ「おおいた歩
あるとっく

得」の利用が始まりました！
  「おおいた歩

あるとっく

得」は、県民の健康維持につながる生活習慣の定着化
を図ることを目的に、無理せず楽しみながら参加でき、継続して
利用できるアプリケーションです。
　日常のウォーキングや健診などによって得られる健康ポイント
が目標ポイントに達すると、「おおいた歩

あるとっく

得カード」が画面に表示
されます。またこのカードは、県内の協力店で提示すると特典を
受けることができるお得なカードです。他にもランクアップによ
り、豪華商品を抽選でプレゼント！  みんなで健康になって、「お
おいた歩

あるとっく

得カード」を獲得しましょう！

問大分県福祉保健部健康づくり支援課　☎097-506-2666

携帯電話・スマート
フォンからはこちら

詳しくはホームページをチェック

おおいた歩得 検　索

大分県に在住の18歳以上
（高校生を除く）の方が対象となります。
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募
　
集

　
　
　
平
成
30
年
度
大
分
県
立
盲
学
校

入
学
者
募
集

〈
幼
稚
部
〉

対
象

〇
両
眼
の
視
力
が
お
お
む
ね
０
・
３

未
満
の
者
、
ま
た
は
視
力
以
外
の
視

機
能
障
が
い
が
高
度
な
者
で
、
拡
大

鏡
等
の
使
用
に
よ
っ
て
も
文
字
等
の

視
覚
に
よ
る
認
識
が
困
難
な
者

〇
視
覚
障
が
い
を
主
た
る
障
が
い
と

し
、
他
の
障
が
い
を
併
せ
有
す
る
者

〇
知
的
障
が
い
を
主
た
る
障
が
い
と

し
、
視
覚
障
が
い
を
併
せ
有
す
る
者

〇
県
内
に
在
住
し
、
平
成
24
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者

出
願
期
間　

平
成
30
年
１
月
９
日
㈫

〜
19
日
㈮

※
出
願
書
類
は
、
盲
学
校
で
平
成
30

年
１
月
４
日
㈭
か
ら
配
布

入
学
希
望
者
面
談
期
間　

平
成
30
年

１
月
22
日
㈪
〜
25
日
㈭　

午
後
３
時

〜
４
時

〈
高
等
部
〉

対
象

○
視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
者（
両
眼

の
矯
正
視
力
が
お
お
む
ね
０
・
３
未

満
の
者
）

○
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん

募
集
学
科

○
本
科
普
通
科（
中
学
校
卒
業
の
者
）

　

高
等
学
校
卒
業
資
格
を
取
得
し
、

大
学
進
学
・
就
職
等
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

単
一
障
が
い
学
級
８
名

　

重
複
障
が
い
学
級
３
名

○
専
攻
科（
高
校
卒
業
以
上
の
者
）

　

保
健
理
療
科（
あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー

ジ
指
圧
師
国
家
資
格
を
め
ざ
す
学

科
）８
名

　

理
療
科（
あ
ん
ま
師
・
は
り
師
・

き
ゅ
う
師
国
家
資
格
を
め
ざ
す
学

科
）８
名

出
願
期
間　

平
成
30
年
２
月
９
日
㈮

〜
16
日
㈮

※
出
願
書
類
は
、
盲
学
校
で
12
月
４

日
㈪
か
ら
配
布
。

面
接
・
適
性
検
査　

平
成
30
年
２
月

27
日
㈫

学
力
検
査　

平
成
30
年
３
月
６
日
㈫

問
大
分
県
立
盲
学
校（
〒
８
７
０
―

０
０
２
６　

大
分
市
金
池
町
３
丁

目
１
番
75
号
） 

☎
０
９
７
―

５
３
２
―

２
６
３
８

大
分
県
立
大
分
高
等
技
術
専
門

校
生
徒
募
集

　

当
校
で
は
、自
動
車
整
備
科･

電
気

設
備
科
な
ど
で
就
職
す
る
た
め
に
必

要
な
知
識
・
技
能
を
習
得
で
き
ま
す
。

申
込
期
間　

平
成
30
年
１
月
４
日
㈭

〜
31
日
㈬

訓
練
期
間　

平
成
30
年
４
月
10
日
㈫

か
ら
１
年
間
、
ま
た
は
２
年
間

対
象　

離
転
職
者（
18
〜
39
歳
）、
新

規
高
等
学
校
卒
業
見
込
み
の
方
な
ど

特
典　

雇
用
保
険
の
給
付
延
長
、
通

学
手
当
の
支
給
、
寮
設
備
有
り
等

問
大
分
県
立
大
分
高
等
技
術
専
門
校 

☎
０
９
７
―

５
４
２
―

３
４
１
１

障
が
い
者
支
援

『
虹
色
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
』

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

市
内
在
住
の
障
が
い
の
あ
る
お
子

さ
ん
に
楽
し
い
冬
休
み
を
過
ご
し
て

も
ら
う
た
め
、「
虹
色
ウ
ィ
ン
タ
ー

ス
ク
ー
ル
」を
行
い
ま
す
。

　

そ
の「
虹
色
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ク
ー

ル
」の
参
加
者
と
一
緒
に
楽
し
く
過

ご
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。
高
校
生
以
上
の
方

で
あ
れ
ば
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ

ん
。
多
く
の
方
の
ご
応
募
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時　

12
月
26
日
㈫

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
時
間　

午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
頃
ま
で

場
所　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
来
民

荘（
竹
田
市
久
住
町
大
字
有
氏

２
２
０
８
番
地
１
）

募
集
期
限　

12
月
15
日
㈮

※
期
限
以
降
も
随
時
受
け
付
け
ま
す

・

竹
田
市
社
会
福
祉
課
障
が
い

福
祉
係　

☎
63
―

４
８
１
１

第
29
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク「
シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
短
歌
・

俳
句
・
川
柳
展
」作
品
募
集

　

平
成
30
年
５
月
９
日
㈬
か
ら
５
月

14
日
㈪
ま
で
大
分
県
立
美
術
館
で
開

催
さ
れ
る
、
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク「
シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
短
歌
・
俳

句
・
川
柳
展
」の
作
品
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
資
格　

60
歳
以
上（
昭
和
34
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）の

大
分
県
在
住
者

募
集
点
数　

①
応
募
点
数
は
１
人
に

つ
き
、
短
歌
を
１
首
、
俳
句
を
２
句
、

川
柳
を
２
句
ま
で
と
し
、
未
発
表
作

品
に
限
る
。（
た
だ
し
、
川
柳
は
課

題
を
設
け
、「
家
族
」と
し
ま
す
）

募
集
期
間　

平
成
30
年
１
月
１
日
㈪

〜
31
日
㈬（
当
日
の
消
印
有
効
）

参
加
料　

無
料

応
募
規
定　

応
募
は
チ
ラ
シ
の
専
用

応
募
ハ
ガ
キ
を
用
い
て
行
う
こ
と
。

（
チ
ラ
シ
は
、
竹
田
市
高
齢
者
福
祉

課
、
生
涯
学
習
課
、
各
支
所
に
備
え

て
い
ま
す
）

問
竹
田
市
高
齢
者
福
祉
課

☎
63
―

１
１
１
１（ 

内
線
１
３
８ 

）

平成30年度豊西准看護学院学生募集
　厚生労働大臣が指定する専門実践教育訓練講座指定校で、
一定の要件を満たす方は教育訓練給付金が受給できます。働
きながら通える学院です。

一 次 募 集 二次募集（実施する場合）

修 業 年 限 ２年（昼間）

受 験 日 時
平成30年２月４日㈰

午前９時～
平成30年２月25日㈰

午前９時～

募 集 人 数 20名 若干名

出 願 期 間
平成30年１月31日㈬
必着

平成30年２月６日㈫
～２月22日㈭必着

願書提出先
試 験 会 場

豊後大野市竹田市医師会共立豊西准看護学院　
〒879-6601　豊後大野市緒方町馬場94-13
☎0974-42-2432

※二次募集は定員に満たない場合、実施します。実施の有無
については、２月６日以降、本学院に直接お問い合わせいた
だくか、竹田市医師会のホームページをご確認ください。
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国
指
定
史
跡
岡
城
跡
が
追
加

指
定
に

　

国
の
文
化
審
議
会
は
国
指
定
史
跡

岡
城
跡
に
つ
い
て
、
隣
接
エ
リ
ア
を

追
加
指
定
す
る
よ
う
文
部
科
学
省
に

答
申
し
ま
し
た
。

　

今
回
追
加
指
定
と
な
っ
た
の

は
、
下
原
門
に
つ
な
が
る
登
城
道
沿

い
の
菅
、
大
岩
両
家
の
屋
敷
跡
な

ど
で
、
１
万
２
７
０
３
平
方
メ
ー

ト
ル
が
追
加
さ
れ
、
指
定
面
積
は

51
万
３
３
３
９
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な

り
ま
し
た
。
追
加
指
定
区
域
に
は
か

ま
ぼ
こ
型
の
石
塁
や
石
垣
が
現
存
し

て
い
ま
す
。

竹
田
市
人
事
異
動

（
平
成
29
年
12
月
１
日
付
）

【
課
長
級
】▽
久
住
支
所
地
域
振
興
課

長
兼
会
計
課
久
住
分
室
長
兼
生
涯
学

習
課
付
課
長
兼
久
住
学
校
給
食
共
同

調
理
場
次
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
久

住
支
局
長（
久
住
支
所
地
域
振
興
課

長
兼
会
計
課
久
住
分
室
長
兼
産
業
建

設
係
長
事
務
取
扱
兼
生
涯
学
習
課
付

課
長
兼
久
住
学
校
給
食
共
同
調
理
場

次
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
久
住
支
局

長
）後
藤
惟
稔

【
課
長
補
佐
】▽
財
政
課
長
補
佐（
財

政
課
長
補
佐
兼
財
政
係
長
）筑
紫
聡

▽
農
政
課
畜
産
振
興
室
長
補
佐（
農

政
課
畜
産
振
興
室
主
幹
）工
藤
正
蔵

▽
久
住
支
所
地
域
振
興
課
長
補
佐
兼

人
権
・
同
和
対
策
課
長
補
佐〔
企
画

情
報
課
農
村
回
帰
推
進
担
当
〕兼
久

住
学
校
給
食
共
同
調
理
場
次
長
兼
選

挙
管
理
委
員
会
久
住
支
局
次
長（
農

政
課
畜
産
振
興
室
長
補
佐
）若
杉
浩

司
▽
久
住
支
所
地
域
振
興
課
長
補
佐

兼
産
業
建
設
係
長
兼
久
住
学
校
給
食

共
同
調
理
場
次
長（
農
林
整
備
課
長

補
佐
兼
基
盤
整
備
係
長
）佐
藤
淳
一

郎【
係
長
】▽
財
政
課
財
政
係
長（
財
政

課
）後
藤
英
樹
▽
農
林
整
備
課
農
村

計
画
係
長（
久
住
支
所
地
域
振
興
課
）

渡
辺
長
武
▽
農
林
整
備
課
基
盤
整
備

係
長（
農
林
整
備
課
農
村
計
画
係
長
）

吉
野
謙
吾
▽
久
住
支
所
地
域
振
興
課

主
幹
兼
市
民
係
長
兼
久
住
学
校
給
食

共
同
調
理
場
次
長（
久
住
支
所
地
域

振
興
課
主
幹
兼
市
民
係
長
兼
人
権
・

同
和
対
策
課
係
長〔
企
画
情
報
課
農

村
回
帰
推
進
担
当
〕兼
久
住
学
校
給

食
共
同
調
理
場
次
長
兼
選
挙
管
理
委

員
会
久
住
支
局
次
長
）工
藤
美
紀

【
一
般
】▽
農
政
課（
久
住
支
所
地
域

振
興
課
）磯
野
俊
彦

たけたん情報

「地元で働いてみませんか？」
求人情報  

ハローワーク豊後大野
竹田市ふるさとハローワーク   ☎63-1101
①清掃員１人12.8万円
②配達員１人14万円
③ナイトフロント１人16～18万円
④養鶏作業員１人17.6万円
⑤看護職員１人17.1～21.7万円
⑥製材工２人14.6万円
⑦畜産２人16.9～20.8万円
⑧一般土木作業員１人18.4万円
⑨運転手１人13.7～23万円
⑩一般事務１人13.2万円
⑪プラスチック加工員１人11.2万円
⑫介護員２人13.5～17.5万円

〔パート求人〕（時給）
⑬営業アシスタント・販売１人800～1000円
⑭レジ係５人770円
⑮ホール接客１人900～950円
⑯調理員１人760円
⑰夜勤専門員１人900円
⑱携帯電話販売員１人800円
⑲清掃及び雑務係１人750円
⑳送迎運転手１人800円
㉑加工・パック詰め・陳列１人800円
㉒販売員１人750～900円
㉓牧場作業員１人750～800円
㉔清掃１人750～830円

政治家の寄附は禁止、有権者が求めることも禁止されています　

　年末年始は何かと贈り物やお祝い事をする機会の多いシーズンですが、政治家が選
挙区内の人に、お金や物を贈ることは公職選挙法で禁止されています。また、有権者
が政治家に寄附や贈り物を求めることも禁止されています。
　政治家は選挙区内の人に対して答礼のための自筆によるものを除き、年賀状等の時
候のあいさつ状を出すことも禁止されています。
　お金のかからない明るい選挙を実現するために、寄附禁止のルールを守りましょう。
問竹田市選挙管理委員会事務局　☎63-4814
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休日・夜間の在宅当番医院／出張！えがおの子育て小児科

休日及び夜間の在宅当番医院

12月の在宅当番医院
当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号
１㈮ 佐藤医院 ☎68-2005 17㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

２㈯ 大久保病院 ☎64-7777 18㈪ 道全内科 ☎63-2270

３㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 19㈫ 志賀内科 ☎63-2083

４㈪ 道全内科 ☎63-2270 20㈬ 古島眼科 ☎63-2407

５㈫ 志賀内科 ☎63-2083 21㈭ くどう循環器科・内科 ☎63-2304

６㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008 22㈮ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387

７㈭ 竹田診療所 ☎62-4014 23㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

８㈮ 柚須医院 ☎63-2016 24㈰ 大久保病院 ☎64-7777

９㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 25㈪ 道全内科 ☎63-2270

10㈰ 大久保病院 ☎64-7777 26㈫ 志賀内科 ☎63-2083

11㈪ 道全内科 ☎63-2270 27㈬ 秦医院 ☎63-2246

12㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 28㈭ 竹田診療所 ☎62-4014

13㈬ 志賀内科 ☎63-2083 29㈮ 柚須医院 ☎63-2016

14㈭ 伊藤医院 ☎75-2222 30㈯ 大久保病院 ☎64-7777

15㈮ 竹田クリニック ☎64-9000 31㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

16㈯ 大久保病院 ☎64-7777

受付時間　平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00
　　　　　日曜、祝日　9：00～21：00
注意事項
・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもら

うようお願いします。
・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前

に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。
・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休

日当番病院を受診してください。

※当番医の情報についてはケーブルテレビのデータ放送「休日当
番医」に掲載しています。また、竹田市消防署（☎ 63-0119）で
も確認できます。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

12／ ３㈰ 久住加藤医院　歯科診療部 ☎76-0008
12／10㈰ 長湯ごとう歯科 ☎75-3001
12／17㈰ 竹田市荻歯科診療所 ☎68-3263
12／23㈯ 長湯ごとう歯科 ☎75-3001
12／24㈰ 竹下歯科医院 ☎62-2662
12／29㈮ 歯科筑紫医院 ☎76-0024
12／30㈯ 竹田市荻歯科診療所 ☎68-3263
12／31㈰ まつもと歯科クリニック ☎62-2400

　※診療時間　9：00～12：00（受付11：30まで）
　※診療時間を確認のうえ、受診してください。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

12／ ２㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
12／ ３㈰ 豊後大野市民病院
12／ ９㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
12／10㈰ 豊後大野市民病院
12／16㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
12／17㈰ 豊後大野市民病院
12／23㈯ 豊後大野市民病院
12／24㈰ みやわき小児科
12／29㈮ みやわき小児科
12／30㈯ 豊後大野市民病院
12／31㈰ 豊後大野市民病院
１／ １㈪ 豊後大野市民病院
１／ ２㈫ 豊後大野市民病院
１／ ３㈬ 豊後大野市民病院

㉄豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230）／
　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）
受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12：00）
診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）

受診時の注意　当番医療機関についてはやむを得ず変更になる場合が
あります。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署（☎63-0119）に
電話でご確認ください。また、院外薬局が休みの場合には、あらかじめ
用意された約束処方となることがあります。なお、毎月の当番表について
は、大分県豊肥保健所のホームページのお知らせ欄にも掲載しています。

　

３
年
前
の
冬
、
竹
田
で
５
歳
児
健

診
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
気
に
な

る
こ
と
を
就
学
ま
で
に
ど
う
解
決
し

て
い
く
か
に
つ
い
て
の
話
し
合
い

が
終
了
し
た
時
、
す
で
に
あ
た
り
は

真
っ
暗
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
時
間
に
失
礼
か
と
も
思
い

ま
し
た
が
、
当
地
在
住
の
恩
師
に
連

絡
を
差
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
ご
自
宅

に
招
待
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
現
役
と

し
て
、
子
ど
も
の
悩
み
に
向
き
合
っ

て
お
ら
れ
る
姿
、
そ
し
て
子
ど
も
た

ち
が
伸
び
る
た
め
の
手
助
け
が
で
き

る
教
員
を
育
成
し
よ
う
と
さ
れ
て
い

る
姿
に
、
敬
愛
の
念
が
深
ま
り
ま
し

た
。

　

私
は
、「
人
間
に
は
得
手
不
得
手

が
あ
る
も
の
で
、
子
ど
も
に
対
し
て

は
、
得
意
分
野
で
伸
び
て
い
け
ば
よ

い
。
そ
し
て
、
苦
手
分
野
が
も
と
で

自
尊
心
を
失
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、

周
囲
が
支
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
大

切
」だ
と
、
常
々
お
話
し
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
恩
師

は「
子
ど
も
に
生
き
る
力
を
身
に
着

け
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
強
く
な
る

た
め
の
手
助
け
を
し
て
い
る
」と
言

わ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
と
医
療
。
見
て
い
る
角
度
が

違
う
の
で
、
発
想
も
異
な
っ
て
い
る

こ
と
に
新
鮮
な
驚
き
を
感
じ
ま
し

た
。
視
線
の
先
は
同
じ
子
ど
も
た
ち

で
、
ど
ち
ら
も
正
解
な
の
だ
ろ
う
と

納
得
し
ま
し
た
。
短
い
時
間
で
し
た

が
、
有
意
義
な
議
論
が
で
き
、
大
分

市
へ
の
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
た
と

き
は
、
誰
の
せ
い
で
も
な
い
。
そ
し

て
、
本
人
も
周
り
も
、
少
し
ず
つ
の

過
ち
を
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
な
の
に
、
模
範
解
答
が

な
い
の
が「
子
育
て
」。
し
か
し
、
み

ん
な
で
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
。
そ

し
て
そ
れ
が
、
や
が
て
結
果
と
し
て

現
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

（
大
分
大
学
客
員
教
授　

是
松
聖
悟
．）

第37回 生きる力を身に着けさせる

出 張 !
えがおの子育て

小児科
地域医療･小児医療の視点から
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城
原
八
幡
社
は
、
大
字
米よ

納な
い

字

神か
み

ノ
原は
る

に
あ
り
、
祭
神
は
景け
い

行こ
う

天て
ん

皇の
う

・
比ひ

賣め

大お
お

神か
み

・
応お
う

神じ
ん

天て
ん

皇の
う

・
神じ
ん

功ぐ
う

皇こ
う

后ご
う

で
あ
る
。

　

景
行
天
皇
の
御み

世よ

、
九
州
遠
征

の
折
、
禰ね

疑ぎ

野の（
菅
生
）の
土つ
ち

蜘ぐ

蛛も

を
征せ
い

伐ば
つ

し
た
。
し
か
し
賊
の
反
撃

が
強
く
城
原
に
引
き
返
し
、
隊
を

整
え
、
再
度
攻
め
て
討
伐
し
た
。

そ
の
、
引
き
返
し
た
地
が
上
松
原

で
あ
る
。
応
神
天
皇
２（
２
７
１
）

年
、こ
の
地
方
の
人
々
が
松
原
に

一
祠し

を
造
営
し
景
行
天
皇
の
御み

霊た
ま

を
祀ま
つ

っ
た
。
こ
れ
が
神
社
の
起
源

で
あ
る
。

　

建
久
７（
１
１
９
６
）年
、
国

主
・
大
友
能よ
し

直な
お

が
豊
後
国
に
入
国

し
た
。
本
社
を
崇す
う

敬け
い

さ
れ
、
封
内

八
幡
宮
７
社
の
一
つ
と
さ
れ
た
の

で
、
社
頭
は
繁
栄
し
轟と
ど
ろ

木き

町
と
神し
ん

町
の
二
つ
の
市
場
が
形
成
さ
れ
る

程
で
あ
っ
た
。

　

天
正
14（
１
５
８
６
）年
、
島
津

軍
侵
入
の
折
、
神か
ん

主ぬ
し

・
日
野
品
秀

は
兵
火
を
避
け
、ひ
そ
か
に
八
幡

社
の
ご
神し
ん

霊れ
い

を
産う
ぶ

山や
ま（
熊
本
県
内
）

に
奉
安
し
た
。

　

文ぶ
ん

禄ろ
く

３（
１
５
９
４
）年
、
中
川

秀ひ
で

成し
げ

が
岡
に
入
封
し
た
際
、
信
仰

の
支
え
と
し
て
、
城
原
八
幡
社
の

ご
神
霊
を
産
山
か
ら
竹
田
の
勝
山

に
勧か
ん

請じ
ょ
う

し
、
岡
の
総
鎮
守
と
定
め

た
。
そ
れ
に
よ
り
そ
の
地
を
八は
ち

幡ま
ん

山や
ま

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
２
年

後
の
慶
長
元
年
、
霊れ
い

験げ
ん

に
よ
り
八

幡
神
は
旧
地
の
城
原
に
遷せ
ん

座ざ

さ
れ

た
。
翌
２
年
、
上
松
原
は
風
当
た

り
が
強
い
と
い
う
こ
と
で
、
字
神

ノ
原
の
現
在
地
に
遷う
つ

さ
れ
た
。
以

後
、
藩
の
厚
遇
を
受
け
、
神
領
と

70
石
を
賜た
ま
わ

っ
て
い
た
。
現
在
、
近

郷
で
は
、
数
少
な
い
県
社
と
な
っ

て
い
る
。
氏
子
は
、
竹
田
・
豊

岡
・
岡
本
・
明
治
・
宮
城
・
城

原
の
６
地
区
で
あ
る
。
政
教
分
離

の
現
在
、
公
お
お
や
け

の
援
助
が
な
く
氏
子

の
浄じ
ょ
う

財ざ
い

に
頼
っ
て
い
る
状
態
で
あ

る
。

（
麻
生　

敞
三
）

　

あ
さ
ひ
ヶ
丘
保
育
園
は
、
前
方
は

（
南
側
）祖
母
山
や
傾
山
な
ど
九
州
山

地
を
一
望
で
き
、
後
方
に
は（
北
側
）

久
住
連
山
を
望
め
る
小
高
い
場
所
に

位
置
し
、
周
り
も
自
然
豊
か
な
場
所

で
す
。
来
園
さ
れ
た
方
は「
こ
れ
は

景
色
が
と
っ
て
も
い
い
で
す
ね
ぇ
」

と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
環
境

の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
も
元
気
ハ
ツ

ラ
ツ
、
四
季
折
々
の
変
化
を
満
喫
し

な
が
ら
、と
こ
ろ
狭
し
と
園
庭
を
走

り
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

春
の
田
ん
ぼ
で
泥
ん
こ
遊
び
、
畑

で
は
玉
ね
ぎ
ひ
き
、
夏
に
は
命
水
苑

で
の
エ
ノ
ハ
の
つ
か
み
取
り
、
秋
に

は
さ
つ
ま
芋
の
収
穫
、
季
節
な
ら
で

は
の
体
験
を
し
て
い
ま
す
。

　

毎
朝
の
集
い
後
は
、０
歳
児
か
ら

各
ク
ラ
ス
の
パ
タ
ー
ン
保
育
を
行
い
、

就
学
前
の
５
歳
児
に
な
る
頃
に
は
机

に
つ
き
数
十
分
座
り
、
集
中
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
園
外
活
動

の
老
人
施
設
へ
の
訪
問
や
防
犯
協
会

の
防
犯
パ
レ
ー
ド
、
消
防
の
防
火
パ

レ
ー
ド
、
竹
田
荘
で
の
野
点
や
碧
雲

寺
の
座
禅
会
、
人
の
大
勢
い
る
な
か

で
も
、
保
育
士
の
指
示
を
聞
い
て
行

動
で
き
ま
す
し
、
避
難
訓
練
な
ど
の

緊
急
時
に
も
発
揮
で
き
て
い
ま
す
。

毎
日
の
繰
り
返
し
の
指
導
の
大
切
さ

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

保
育
室
は
、
各
ク
ラ
ス
の
仕
切
り

を
な
く
し
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
自
由
に
行
き
来
が
で
き
、

大
き
い
子
は
小
さ
い
子
の
お
世
話
や

面
倒
を
み
る
な
ど
、
異
年
齢
交
流
も

盛
ん
で
、
助
け
合
い
や
優
し
さ
が
自

然
に
身
に
つ
い
て
き
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

来
園
者
に
は
挨
拶
も
で
き
、ど
こ

に
行
っ
て
も「
あ
り
が
と
う
」が
言
え
、

靴
も
い
つ
の
間
に
か
揃
え
て
靴
箱
に

入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
々
の
成
長

に
驚
く
ば
か
り
で
す
。

　

毎
日
、
子
ど
も
た
ち
と
保
育
士
の

明
る
く
元
気
な
声
が
園
舎
に
響
い
て

い
ま
す
。

（
穴
見　

貴
信
）

日
々
の
積
み
重
ね

今
月
の
学
び
舎　

あ
さ
ひ
ヶ
丘
保
育
園

↑大きなさつまいもが採れました

↑竹田荘での野点

↑ミニハイク（ガンジー牧場）

↑城原八幡社

岡の総鎮守・城原八幡社

ま
る
ご
と
博
物
館
145

学び舎／まるごと博物館

↑日々、明るく元気な子どもたち
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私
た
ち
の
ま
わ
り
で
は
、
女
性
に

対
す
る
セ
ク
ハ
ラ
や
暴
力
、
子
ど
も

に
対
す
る
い
じ
め
や
体
罰
、
高
齢

者
に
対
す
る
身
体
的
・
心
理
的
虐

待
、
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
差
別
待

遇
、
同
和
問
題
な
ど
、
人
権
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
き
て
い
ま

す
。
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
、
差

別
や
い
じ
め
の
な
い
社
会
を
つ
く
る

に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の「
み

ん
な
の
人
権
を
大
切
に
す
る
」気
持

ち
と
行
動
が
必
要
で
す
。

世
界
人
権
宣
言

第
一
条　

人
は
み
な
、
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
自
由
で
す
。
ひ
と

り
ひ
と
り
が
か
け
が
え
の
な
い

人
間
で
あ
り
、
平
等
で
す
。

第
二
条　

人
は
み
な
、
自
由
に
、

安
心
し
て
生
き
る
権
利
を
も
っ

て
い
ま
す
。

　
「
世
界
人
権
宣
言
」は
、
１
９
４
８

（
昭
和
23
）年
12
月
10
日
に
パ
リ
で
開

催
さ
れ
た
第
３
回
国
際
連
合
総
会
に

お
い
て
、
基
本
的
人
権
を
確
保
す
る

た
め
に
、
す
べ
て
の
人
民
と
す
べ
て

の
国
と
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
基
準

と
し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

記
念
し
て
国
連
は
、12
月
10
日
を「
人

権
デ
ー
」と
し
ま
し
た
が
、
日
本
で

は
12
月
4
日
か
ら
10
日
ま
で
の
一
週

間
を「
人
権
週
間
」と
決
め
、
世
界
人

権
宣
言
の
意
義
が
伝
わ
り
、
人
権
尊

重
の
気
持
ち
が
広
が
り
高
ま
る
よ
う

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
竹
田
市
に
お
い
て
も
人
権
を
尊

重
す
る
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が「
人
権

週
間
」に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

問
竹
田
市
生
涯
学
習
課

☎
63
―

４
８
１
７

障害者週間／人権シリーズぬくもり

32

12月４日から10日は
「人権週間」です　

平
成
30
年
度
職
業
訓
練
生
募
集

　

国
立
県
営
福
岡
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校（
北
九
州
市
若
松
区
）で
は
、

平
成
30
年
度
の
訓
練
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

科
名　

機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
設
計
科
・
商
業
デ
ザ
イ
ン
科
・
Ｏ

Ａ
事
務
科
・
建
築
設
計
科
・
流
通
ビ

ジ
ネ
ス
科
・
総
合
実
務
科

応
募
期
間　

平
成
30
年
１
月
10
日
㈬

ま
で

選
考
試
験　

平
成
30
年
２
月
６
日
㈫

〜
８
日
㈭

問
国
立
県
営
福
岡
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校

☎
０
９
３
―

７
４
１
―

５
４
３
１

み
ん
な
で
防
ご
う
！

　
　
　

障
が
い
者
虐
待　

　

障
が
い
者
虐
待
は
、
ど
こ
で
も
起

こ
り
う
る
身
近
な
問
題
で
す
。

　

障
が
い
者
虐
待
に
気
づ
い
た
方
は
、

一
人
で
抱
え
込
ん
だ
り
放
置
し
た
り

せ
ず
に
、
竹
田
市
障
害
者
虐
待
防
止

セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
早

め
の
対
応
や
支
援
が
障
が
い
者
と
虐

待
者
双
方
の
救
済
へ
と
つ
な
が
り
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
竹
田
市
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー（
竹
田
市
社
会

福
祉
課
内
）

☎　
63
―

４
８
１
１

FAX　
63
―

０
９
８
８

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

に
関
心
と
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う

  

「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に

よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関

す
る
法
律
」で
は
、
12
月
10
日
か
ら

16
日
ま
で
を「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問

題
啓
発
週
間
」に
定
め
て
い
ま
す
。

　

拉
致
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
北
朝

鮮
当
局
の
人
権
侵
害
問
題
は
早
急
に

解
決
す
べ
き
国
民
的
課
題
で
あ
り
、

ま
た
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む

べ
き
問
題
で
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
関
心
と

認
識
を
深
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

問
竹
田
市
人
権
・
同
和
対
策
課

☎
63
―

４
８
２
０

SOS

　

平
成
27
年
３
月
、「
大
自
然
の
中

で
、ゆ
っ
く
り
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
を
開
設
し
ま
し

た
。
主
な
活
動
と
し
て
、
一
つ
目
は
、

隣
接
し
て
い
る「
ほ
て
い
の
湯
」の
管

理
、
接
客
、
清
掃
等
を
行
う
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
二
つ
目
は
、
な
に
も

な
い
畑
に
一
か
ら
ハ
ウ
ス
を
建
て
ビ

ニ
ー
ル
を
張
り
、
ト
マ
ト
の
苗
を
植

え
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
三
つ
目

は
、
都
野
地
区
に
あ
る「
ス
ウ
ェ
デ

ポ
ニ
ッ
ク
久
住
」に
出
向
き
、
ハ
ー

ブ
を
植
え
る
た
め
の
前
準
備
の
作
業
、

出
荷
の
補
助
・
片
付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。
四
つ
目
は
、
市
内
病
院
と
提

携
し
て
い
る
企
業
と
契
約
し
、
食
器

洗
い
の
作
業
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、「
く
じ
ゅ
う
花
公
園
」開
設

当
初
よ
り
花
の
植
え
替
え
作
業
や
草

刈
り
等
、
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
地
域
の
個
人
宅
に
行
き
、

自
宅
周
辺
の
草
刈
り
や
お
墓
の
掃
除
、

メ
ン
バ
ー
の
特
技
を
生
か
し
包
丁
と

ぎ
も
始
め
ま
し
た
。
丁
寧
に
行
っ
て

く
れ
る
と
好
評
で
お
陰
さ
ま
で
依
頼

も
少
し
ず
つ
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
６
月
よ
り
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
来
民
荘（
く
た
み
そ
う
）」も
開
所
し

活
動
の
幅
も
拡
充
し
ま
し
た
。
今
後

も
、
就
労
支
援
の
充
実
と
活
性
化
、

明
る
い
笑
顔
で
集
え
る
施
設
を
目
指

し
、
一
歩
ず
つ
確
実
に
進
歩
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〔
事
業
所
名
称
〕特
定
非
営
利
活
動
法

人
く
た
み
の
里　

☎
77
―

２
６
８
０

　

障
が
い
者
や
そ
の
家
族
の
方
の
声
を
聞
く
こ
と
で
理
解
を
深
め
、
障
が
い

の
あ
る
人
と
な
い
人
が
お
互
い
に
尊
重
し
支
え
合
う「
共
生
社
会
」の
実
現
を

目
指
し
て
、
竹
田
市
内
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
く
た
み
の
里
」を
紹
介
し
ま
す
。

12
月
３
日
か
ら
９
日
は「
障
害
者
週
間
」で
す

共
生
社
会
へ

誰
も
が
イ
キ
イ
キ

暮
ら
せ
る
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東
館
の
入
口
を
入
る
と
正

面
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

カ
ウ
ン
タ
ー
で
申
し
込
み
を
し
て

い
た
だ
い
て
一
人
30
分
間
調
べ
も
の

な
ど
が
で
き
ま
す
。

　

全
部
で
４
台
の
パ
ソ
コ
ン
が
あ
り

ま
す
が
、
向
か
っ
て
一
番
右
は
岡
藩

資
料
閲
覧
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
で
す
。

手
前
に
は
館
内
検
索
機
が
あ
り
、
蔵

書
検
索
が
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【一般の本】
・西郷どん（KADOKAWA）　　　　　　 　　　林　真理子
・たゆたえども沈まず（幻冬舎）       　　　原田　マハ
・生命に部分はない（講談社）　　　　　　　　 Ａ．キンブレル
・新・神楽と出会う本 （アルテスパブリッシング）　三上　敏視
・ミ・ト・ン（白泉社）   　　　小川　　糸
・逆説の日本史23　明治揺藍編（小学館） 　　　井沢　元彦
・ちいさなくらしのたねレシピ（PHP研究所） 　　　早川　ユミ
・自力で防ぐ誤嚥性肺炎（日本文芸社） 　　　稲本　陽子

【子どもの本】
・メリークリスマス、ペネロペ（岩崎書店）　 アン・グットマン
・どこどこ迷路の冒険７人組 　　　  視覚デザイン研究所
・点字どうぶつえん（同友館） 　　　　　　　 菊池　　清
・めしもり山のまねっこ木（国書刊行会） 　　　椎名　　誠
・ゆずゆずきいろ（ポプラ社）  　　　楠　　章子
・世界を７で数えたら（小学館）ホリー・ゴールドバーグ・スローン

　他150冊ほど入りました。

12

新刊のご案内

新図書館のコーナーご紹介

今
月
の
読
み
聞
か
せ

「
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
」

毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時　

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

「
お
は
な
し
ル
ー
ム
」

12
月
６
日
㈬　

竹
田
幼
稚
園

12
月
７
日
㈭　

南
部
幼
稚
園

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
２
時
30
分

開
館
の
ご
案
内

【
竹
田
市
立
図
書
館
】

開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

休
館
日　

月
曜
日
・
第
４
金
曜
日

【
荻
駅
交
流
館
図
書
室
】

開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

休
館
日　

土
・
日
・
祝
日
等

【
久
住
図
書
室
・
直
入
図
書
室
】

開
館
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

休
館
日　

土
・
日
・
祝
日
等

※
年
末
年
始
は
、
12
月
29
日
か
ら
1
月
3

日
ま
で
休
館
し
ま
す
。

司書おすすめの一冊

　平成も30年を迎えますが、新しい年号は何にな
るのでしょう？ 
　この本は大化から平成に至るすべての元号の出
典、改元理由、元号使用期間その時代の在位天皇
などの基礎データに加え、その時代に起きた主な
できごとを解説しています。全部で247、さあ平成
の次の248番目は？

　ごはんはごはんになるまでにいっぱいおはなしが
あるんだよ。
　詩人のぱくきょんみさんが、歌うように語り、写
真家の鈴木理策さんが写真を添えてそれぞれをかみ
しめるように味わえる一冊です。みんなおいしいご
はん大好きかな？

　神と人間が交歓する地、国東半島へ移住し
て17年の写真家船尾修がとらえたこの半島の
奥深さ、カミサマの気配が伝統行事のあちこ
ちに感じられる写真集です。 

「元号」
山本博文（悟空出版）

「ごはんはおいしい」
ぱく  きょんみ（福音館書店）

「カミサマホトケサマ　国東半島」
船尾　修（冬青社）

一般の本

子どもの本

郷土の本

■竹 田 市 立 図 書 館　TEL & FAX  63-1048
■荻駅交流館図書室　TEL & FAX  68-2200
■久   住   図   書   室　TEL 76-0717   FAX 76-0724
■直   入   図   書   室　TEL 75-2211   FAX 75-2217

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
１
か
月
と
な
り
ま
し
た
。

　

５
月
の
開
館
以
来
た
く
さ
ん
の
方
々
に
来
館
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

図
書
館
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
や
年
越
し
、
お
正
月
に
役
立
つ
本
を
揃
え
て
皆

様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
ご
利
用
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
20
回
ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
の
ご
案
内

　

12
月
23
日
㈯
午
前
10
時
か
ら
冬
休
み
図
書
館
ま
つ
り（
ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ

ロ
ル
）を
開
催
し
ま
す
！　

サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
る
よ
、

お
楽
し
み
に
〜
！

日
時　

12
月
23
日
㈯　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

竹
田
市
立
図
書
館　

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

内
容　

お
お
が
た
え
ほ
ん
・
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
な
ど

※
当
日
は
祝
日
の
た
め
午
後
か
ら
開
館
と
な
り
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
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昨
年
後
期
の
入
院
生
活
か
ら
復
帰
す
る
間
も
な

く
、
怒
涛
の
よ
う
に
押
し
寄
せ
る
公
務
を
こ
な
し
な

が
ら
年
明
け
早
々
か
ら
選
挙
戦
を
視
野
に
入
れ
て
息

の
抜
け
な
い
日
々
を
重
ね
た
。

　

今
年
は
春
の
試
練
を
越
え
た
と
た
ん
、
つ
ま
り
３

期
目
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
と
同
時
に
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
蒔
い
た
希
望
の
種
が
芽
を
出
し
、
花
が
開

き
始
め
た
。

　

ま
ず
、
待
望
の
図
書
館
の
オ
ー
プ
ン
で
あ
っ
た
。

10
億
円
の
事
業
費
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
竹
田
市
の
新

た
な
持
ち
出
し
は
７
千
万
円
。
光
熱
水
費
も
予
想
を

下
回
り
、
そ
の
一
方
で
利
用
者
は
市
民
に
留
ま
る
こ

と
な
く
年
間
８
万
人
を
突
破
す
る
勢
い
だ
。
こ
れ
ま

で
の
３
倍
近
い
人
が
図
書
館
を
楽
し
ん
で
く
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
５
年
前
の
水
害
で
水
没
し
た
旧
文
化
会

館
は
ア
ス
ベ
ス
ト
の
存
在
が
発
見
さ
れ
、
建
物
の
再

利
用
も
困
難
な
状
況
の
中
、
し
か
し
国
の
交
付
金
で

45
パ
ー
セ
ン
ト
の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
か
ら
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
重
ね
、
議
会
と
も
幾
度

と
な
く
相
談
し
て
構
想
を
練
っ
た
。

　

こ
う
し
て
座
席
数
は
１
０
０
０
席
か
ら
７
１
３
席

に
縮
小
し
た
も
の
の
、
全
国
に
誇
れ
る
ホ
ー
ル
が
建

設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
来
年
夏
前
の
完
成
が
約
束

さ
れ
た
。
現
在
、
そ
の
秋
に
開
催
さ
れ
る
全
国
国
民

文
化
祭
に
合
わ
せ
て
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
が
準
備
さ
れ

て
お
り
、
ま
さ
に
神
が
か
り
的
な
環
境
が
整
い
つ
つ

あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
一
年
で
最
大
の
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー

ス
は
何
と
い
っ
て
も「
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」で
竹

田
市
の
牛
３
頭
が
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
獲
得
し
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
念
願
の
全
国
制
覇
だ
。
そ
し
て
、
続

く
大
分
県
共
進
会
で
も
吉
野
純
子
さ
ん
の
牛
が
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン（
農
林
水
産
大
臣
賞
）を
獲
得
し

た
。
農
業
生
産
額
で
も
10
年
前
に
続
き
連
続
し
て
大

分
県
の
ト
ッ
プ
。
総
生
産
額
は
10
年
前
よ
り
47
億
円

も
伸
び
て
２
２
８
億
円
と
な
っ
た
。
ト
マ
ト
や
ピ
ー

マ
ン
な
ど
の
園
芸
作
物
や
露
地
野
菜
、
花
き
な
ど
も

県
下
ト
ッ
プ
を
維
持
し
て
い
る
。
竹
田
市
の
農
業
は

胸
を
張
っ
て
い
い
。

　

い
ま
話
題
の
地
方
創
生
に
お
い
て
も
、
農
業
で
は

竹
田
市
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
い
る
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
㈱

と
九
州
初
の
ホ
ッ
プ
の
生
産
に
着
手
し
た
。
遠
野
市

の
生
産
農
家
か
ら
技
術
指
導
を
受
け
て
、
今
年
少
な

い
け
れ
ど
初
収
穫
を
喜
ん
だ
。
来
年
か
ら
は
竹
田
産

の
ホ
ッ
プ
を
使
っ
て
本
格
的
に
地
ビ
ー
ル
を
世
に
出

そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
若
者
た
ち
の
夢
が
花

開
い
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

　

就
任
以
来
の
温
泉
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り
も
、

地
方
創
生
の
風
に
乗
っ
て
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど

の
人
材
育
成
に
加
え
て
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
の
建
設
に
も

地
方
創
生
の
国
家
予
算
が
投
入
さ
れ
る
。
小
さ
い
け

れ
ど
、
世
界
に
通
用
す
る
温
泉
地
づ
く
り
が
進
む
。

　

地
方
創
生
と
い
え
ば
、
昨
年
か
ら
着
手
し
て
い
る

『
か
ぼ
す
・
し
い
た
け
・
サ
フ
ラ
ン
』を
軸
に
し
た
日

本
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
全
国
的
な
注
目
を
集
め
つ
つ

あ
る
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
一
年
の
締
め
く
く
り
。
笑
っ
て
新

年
を
迎
え
よ
う
。

  

『
か
ぼ
す
は
、
生
産
女
性
部
の
活
躍
に
よ
り
ゴ
ー
ル

デ
ン
か
ぼ
す
が
関
西
・
関
東
・
東
北
で
火
が
付
き
始

め
て
、「
出
荷
が
間
に
合
わ
な
い
」と
い
う
嬉
し
い
事

態
が
起
き
た
。「
こ
ん
な
に
引
っ
張
り
だ
こ
に
な
る

な
ん
て
。
猫
の
手
も
借
り
た
い
わ
」と
女
性
が
訴
え

た
ら
、
男
衆
が
う
な
ず
い
た
。「
気
持
ち
は
わ
か
る

が
、
い
く
ら
な
ん
で
も
猫
は
か
ぼ
す
を
採
り
き
り
め

え
。
そ
う
だ
！
友
達
に
話
し
て
果
物
を
採
る
の
が
う

ま
い
台
湾
サ
ル
を
10
匹
送
っ
て
も
ら
お
う
」と
な
っ

た
。
後
日
台
湾
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
サ
ル
を
見
て
男

衆
が
言
っ
た
。「
あ
れ
ほ
ど
台
湾
サ
ル
を
10
匹
と
言
っ

た
の
に
、
９
匹
し
か
お
ら
ん
。
一
匹
は
小
さ
い
日
本

サ
ル
じ
ゃ
ね
え
か
！
」と
怒
る
と
、
台
湾
の
友
人
が

電
話
で
こ
う
切
り
返
し
た
。「
そ
の
日
本
サ
ル
こ
そ

通
訳
サ
ル
じ
ゃ
」と
。』

　

な
る
ほ
ど
。
こ
ん
な
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
一

年
を
振
り
返
っ
て
、
夢
と
笑
い
に
満
た
さ
れ
た
新
年

を
迎
え
た
い
も
の
で
あ
る
。
一
年
間
の
お
付
き
合
い
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

市長コラム
〈第99回〉

↑「全国和牛能力共進会」で全国制覇した豊肥和牛育種組合
の皆さん

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが  『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。

成
果
は
笑
い
と
と
も
に
や
っ
て
く
る

み
ん
な
頑
張
っ
た
こ
の
一
年
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淡
い
紫
色
の
花
に
、
ほ
ん
の
り
香

る
甘
い
匂
い
。
秋
も
深
ま
っ
た
11
月

上
旬
。
き
れ
い
に
棚
に
並
べ
ら
れ
た

サ
フ
ラ
ン
は
一
斉
に
花
を
つ
け
ま
す
。

　

サ
フ
ラ
ン
は
地
中
海
沿
岸
地
方
を

原
産
と
す
る
植
物
。
花
か
ら
採
れ
る

赤
い
雌
し
べ
は
、
乾
燥
し
て
香
料
や

染
料
、
薬
用
に
広
く
利
用
さ
れ
、
ま

た
パ
エ
リ
ア
や
ブ
イ
ヤ
ベ
ー
ス
な
ど

の
料
理
の
着
色
と
し
て
も
欠
か
せ
な

い
食
材
で
す
。

　

竹
田
市
で
は
明
治
36（
１
９
０
３
）

年
に
栽
培
が
始
ま
り
、
一
時
は
生
産

農
家
３
５
０
戸
、
生
産
量
約
５
０
０

キ
ロ
も
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
生
産
戸
数
は
減

少
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
が
、
今

で
も
年
間
約
20
キ
ロ
、
日
本
一
の
生

産
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

玉
来
川
が
緩
や
か
に
流
れ
豊
か
な

田
園
風
景
の
広
が
る
竹
田
市
玉
来
の

大
正
地
区
。
サ
フ
ラ
ン
栽
培
を
始

め
て
３
年
目
の
長
谷
川
暢の
ぶ
大ひ
ろ
さ
ん
・

敦あ
つ
子こ

さ
ん（
と
も
に
40
歳
）が
暮
ら
す

古
民
家
が
あ
り
ま
す
。
晩
秋
の
穏
や

か
な
陽
が
差
し
込
む
暗
室
は
一
面
に

広
が
る
紫
。
サ
フ
ラ
ン
の
花
摘
み
の

最
盛
期
を
迎
え
、
２
人
は
作
業
に
追

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

  

「
サ
フ
ラ
ン
を
作
り
た
い
」と
３
年

前
に
宮
崎
県
か
ら
移
住
し
て
き
た
長

谷
川
さ
ん
夫
妻
。
宮
崎
で
は
、
Ｊ
Ａ

綾
町
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
キ
ュ
ウ

リ
栽
培
の
研
修
を
受
け
ま
し
た
が
、

世
界
に
通
用
す
る
作
物
を
作
り
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
竹
田
市
に
３
人
の

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
移
り
住
み
、
栽

培
を
始
め
ま
し
た
。

　

冬
の
間
は
田
ん
ぼ
で
球
根
を
生
育

さ
せ
、
５
月
頃
に
掘
り
上
げ
て
陰
干

し
乾
燥
し
た
球
根
を
、
エ
ビ
ラ
と

呼
ば
れ
る
木
箱
に
並
べ
棚
に
安
置

し
、
開
花
を
待
つ「
竹
田
方
式
」を
踏

襲
。
ほ
か
の
サ
フ
ラ
ン
生
産
者
と
情

報
共
有
し
な
が
ら
、
生
産
量
を
増
や

し
て
い
ま
す
。
敦
子
さ
ん
は「
気
温

や
湿
度
に
左
右
さ
れ
や
す
い
サ
フ
ラ

ン
栽
培
は
細
や
か
な
気
配
り
と
管
理

が
重
要
。
収
量
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
は
な
か
な
か
難
し
い
が
、
今
年
は

１
キ
ロ
を
目
指
し
た
い
」と
目
標
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

  

「
花
が
と
に
か
く
キ
レ
イ
。
雌
し
べ

が
多
く
採
れ
る
と
、
嬉
し
く
な
り

ま
す
」と
敦
子
さ
ん
。「
サ
フ
ラ
ン
を

使
っ
た
料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
増

え
た
し
、
サ
フ
ラ
ン
を
摂
る
こ
と
で

体
の
調
子
が
い
い
」と
サ
フ
ラ
ン
の

魅
力
を
話
し
、「
植
え
付
け
や
収
穫

な
ど
手
間
暇
が
か
か
り
採
算
性
が
低

い
作
物
で
は
あ
る
が
、
竹
田
の
特
産

で
あ
る
サ
フ
ラ
ン
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
生
産
者
の
一

人
と
し
て
、
栽
培
技
術
を
継
承
し
て

い
き
た
い
」と
笑
顔
で
力
強
く
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

「竹田うまれ」…竹田で育まれた７種類の作物を紹介
https://www.city.taketa.oita.jp/taketaumare/

第６回
サフラン

竹
田
市
が
育
む
、
た
お
や
か
で
滋
味
深
い
作
物
た
ち
。

名
水
、
高
原
、
ヒ
ト
の
愛
。

↑長谷川暢大さん（左）・敦子さん

↑サフランの花を摘む敦子さん

竹
田
カ
ボ
ス
の
知
名
度
ア
ッ
プ

　

竹
田
市
で
は
昨
年
度
か
ら
か
ぼ
す

の
普
及
拡
大
に
協
力
し
て
い
た
だ
く

企
業
等
を「
竹
田
市
か
ぼ
す
応
援
隊
」

に
任
命
し
て
い
ま
す
。
11
月
９
日
、

市
役
所
本
庁
舎
で
今
年
度
の
任
命
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

加
工
用
と
し
て
出
荷
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
収
穫
末
期
の
黄
色
く
熟
し
た

カ
ボ
ス
。
こ
れ
を「
ゴ
ー
ル
デ
ン
か

ぼ
す
」と
名
付
け
、
関
東
圏
や
東
北

圏
な
ど
で
飲
食
店
を
手
掛
け
る
企
業

等
の
食
事
メ
ニ
ュ
ー
や
宣
伝
活
動
に

活
用
し
て
も
ら
い
ま
す
。
昨
年
は
７

社
を
任
命
。
今
年
は
新
た
に
３
社
が

応
援
隊
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

応
援
隊
員
は「『
ゴ
ー
ル
デ
ン
か
ぼ

す
』は
果
汁
が
と
て
も
多
く
、
甘
み

が
あ
る
。
カ
ク
テ
ル
、
焼
き
魚
な
ど

の
料
理
に
も
相
性
バ
ッ
チ
リ
で
、
お

客
さ
ん
の
反
応
も
す
ご
く
い
い
。
今

後
も
精
力
的
に
売
り
込
ん
で
い
き
た

い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

↑「竹田カボスの知名度を日本一まで押し上
げるぞー！」と意気込む応援隊の皆さん
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竹
田

営
業

所こ
の

広
報

誌
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

　

低
地
や
低
山
地
の
林り
ん

縁え
ん

や
草く
さ

地ち

に
生せ
い

育い
く

す
る
つ
る
性せ
い

の
多た

年ね
ん

草そ
う

で

す
。
全ぜ
ん

体た
い

に
や
わ
ら
か
い
腺せ
ん

毛も
う

（
先せ
ん

端た
ん

か
ら
液
体
を
分ぶ
ん

泌ぴ
つ

す
る
毛
）

が
密み
っ

生せ
い

し
ま
す
。
葉よ
う

柄へ
い

で
ほ
か
の

も
の
に
か
ら
み
ま
す
。

　

全ぜ
ん

縁え
ん

で
互
生
の
葉
は
長ち
ょ
う
だ
え
ん
け
い

楕
円
形

で
上
部
の
葉
に
は
切
れ
込
み
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、
下
部
の
葉
に
は
深

く
２
～
３
裂れ
つ

す
る
切
れ
込
み
が
あ

り
ま
す
。
大
き
い
も
の
で
長
さ
８

㌢
、
幅
が
４
㌢
ほ
ど
で
す
。

　

夏
か
ら
初
秋
の
頃
、
集し
ゅ
う

散さ
ん

花か

序じ
ょ

に
深
く
５
裂
す
る
白
い
径
１
㌢
ほ

ど
の
５
弁べ
ん

花か

を
咲
か
せ
ま
す
。
花か

弁べ
ん

が
後
ろ
に
そ
り
返
る
の
が
特と
く

徴ち
ょ
う

で
す
。
短
い
く
っ
つ
い
た
５
個
の

雄お

し
べ
の
中
か
ら
雌め

し
べ
を
１
個

突つ

き
出
し
ま
す
。
秋
に
は
赤
い
径

８
㍉
ほ
ど
の
球
形
の
果
実
が
熟じ
ゅ
く

し
、

目
立
ち
ま
す
。

　

和
名
の
由
来
は
赤
い
果
実
を
ヒ

ヨ
ド
リ
が
好
ん
で
食
べ
る
の
で
鵯ヒ
ヨ
ド
リ

上ジ
ョ
ウ
ゴ戸
の
名
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
植
物
は
有ゆ
う
ど
く毒
な
の
で
ヒ
ヨ
ド

リ
は
食
べ
ま
せ
ん
。

　

竹
田
で
は
里
山
の
道
ば
た
や
畑

の
ふ
ち
な
ど
で
普
通
に
観
察
さ
れ

ま
す
。
花
期
は
８
月
か
ら
９
月
で

す
。

阿孫  久見

第153回

ヒヨドリジョウゴ（ナス科）

郷土の植物
（344）


